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１　木や花をたいせつにし
美しいまちをつくろう

２　ともに学びあい
心やからだをきたえよう

３　明るい家庭をつくり
若い力を育てよう

４　よく働き
豊かなくらしをともにしよう

５　協力し助けあい
住みよいまちにしよう

青梅市民憲章

◆暮らし・住まい・環境…２～３面、７面　◆特集…４～６面　◆保険・年金・税金…８面　◆健康・福祉…８～９面　◆子育て・教育…９～１０面
◆なんでも情報局アンテナ…９面　◆スポーツ・観光・文化…１０面

子
ど
も
発
掘
体
験
塾

　

市
文
化
財
保
護
指
導
員　

神
森　

正

青
梅
市
の
文
化
遺
産
35

　
今
年
も
、
青
梅
市
郷
土
博

物
館
と
羽
村
市
郷
土
博
物
館

の
共
同
事
業
と
し
て
、
小
学

生
〜
高
校
生
を
対
象
と
す
る

「
子
ど
も
発
掘
体
験
塾
」
が
、

野
上
町
２
丁
目
の
旧
市
営
住

宅
跡
地
の
一
角
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
現
地
調
査
が
８
月
６

日
〜
10
日
の
５
日
間
、
整
理

作
業
体
験
が
14
日
、
15
日
の

２
日
間
行
わ
れ
、
青
梅
市
11

人
、
羽
村
市
８
人
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
一
般
的
に
、
学
術
的
な
発

掘
調
査
は
大
学
の
協
力
を
得

て
行
う
こ
と
が
多
い
た
め
、

夏
休
み
な
ど
の
暑
い
時
期
に

よ
く
当
た
り
ま
す
。
遺
物
が

出
る
と
移
植
ご
て
や
へ
ら
な

ど
を
使
っ
て
丁
寧
に
発
掘
を

進
め
ま
す
。
そ
の
後
に
写
真

を
撮
り
、
小
さ
く
区
割
り
し

た
ピ
ッ
ト
の
ど
こ
か
ら
出
土

し
た
の
か
な
ど
、
状
況
を
詳

し
く
記
録
し
て
い
き
ま
す
。

　
最
後
に
は
、
付
近
の
地
形

が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
な
ど
を
測
量
し
て
、
地
形

図
を
作
成
し
ま
す
。

　
ま
た
、
出
土
し
た
土
器
片

等
は
、
丁
寧
に
洗
っ
て
復
元

し
た
り
、
文
様
の
拓
本
を

と
っ
た
り
、
報
告
書
に
ま
と

め
た
り
す
る
等
発
掘
が
終

わ
っ
て
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な

作
業
が
続
き
ま
す
。

　
日
程
も
短
く
、
発
掘
に
関

わ
る
す
べ
て
の
作
業
が
体
験

で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
一
連
の
工
程
を
体
験

で
き
ま
す
。

　
今
年
の
夏
は
、特
に
暑
く
、

当
初
の
予
定
を
変
更
し
て
、

市
民
セ
ン
タ
ー
の
室
内
作
業

に
切
り
替
え
た
り
し
ま
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

は
、
大
変
貴
重
な
発
掘
体
験

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
今
回
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
の
中
か
ら
、
将
来
の

考
古
学
者
が
出
て
く
れ
る
と

よ
い
と
思
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ
　
郷
土
博
物
館

☎
23
・
６
８
５
９

屋 外 体 育 施 設 の 閉 鎖

区分 施設名 期間

台風１９号の
被害に伴う閉鎖

市民球技場
当面の間

友田レクリエーション広場

冬季期間の
閉鎖

友田レクリエーション広場
１２月２５日

～令和２年３月３１日

青梅スタジアム
１２月２５日

～令和２年３月３１日
※３月の土・日曜日、祝日は開放

ちがむら球技場
１２月１日

～令和２年３月３１日

　気候等で閉鎖期間が変更となる場合もありますので、ご注意く

ださい。

問 い合わせ　住友金属鉱山アリーナ青梅（総合体育館）☎２４－

７７２１、市スポーツ推進課

日
時
　
令
和
２
年
２
月
16
日

（
日
）　
午
前
６
時
30
分
〜
午

後
４
時
ご
ろ

※ 

活
動
場
所
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

対
象
　
健
康
な
方

業
務
内
容
　
タ
イ
ム
計
測
用
の

リ
グ
回
収
、
給
水
な
ど

※
行
っ
て
い
た
だ
く
業
務
内
容

は
大
会
事
務
局
が
決
定
し

第
54
回
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

〜
力
走
す
る
ラ
ン
ナ
ー
に
あ
な
た
の
笑
顔
を
！
〜

ま
す
。
希
望
に
添
え
な
い
場

合
が
あ
る
こ
と
を
了
承
の
う

え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
集
合
時
刻
、
業
務
内

容
等
の
詳
細
は
後
日
通
知
し

ま
す
▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

ト
、
帽
子
、
記
念
品
、
昼
食

は
大
会
当
日
の
受
付
時
に
支

給
し
ま
す
。

※
50
〜
53
回
大
会
使
用
の
ボ
ラ

青

梅
マ
ラ
ソ
ン
の

走

り

方

教

室

日 

時
　
12
月
15
日
（
日
）　
午

前
９
時
・
住
友
金
属
鉱
山
ア

リ
ー
ナ
青
梅（
総
合
体
育
館
）

正
面
玄
関
前
集
合

※ 

準
備
体
操
後
、
コ
ー
ス
を
走

り
ま
す
。

対 

象
　
高
校
生
以
上
で
制
限
時

間
内
に
完
走
で
き
る
方

※ 

青
梅
マ
ラ
ソ
ン
に
エ
ン
ト
リ
ー

し
て
い
な
い
方
も
参
加
可

種 

目
・
制
限
時
間
　
30
㎞
の
部

…
４
時
間
以
内
（
８
分
／
㎞

ペ
ー
ス
）
▽
10
㎞
の
部
…
１

時
間
20
分
以
内
（
８
分
／
㎞

ペ
ー
ス
）

※ 

制
限
時
間
内
で
の
完
走
が
で

き
な
い
場
合
は
、
リ
タ
イ
ア

と
な
り
ま
す
。

講
師
　
市
陸
上
競
技
協
会
員

定 

員
　
各
部
先
着
20
人
（
予
約

制
）

費
用
　
500
円

服 

装
・
持
ち
物
　
走
り
や
す
い

服
装
、
着
替
え
、
タ
オ
ル
等

※ 

貴
重
品
を
持
っ
て
走
れ
る
よ

う
に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み
　
郵
便
番
号
、住
所
、

氏ふ

り

が

な名
、
性
別
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
種
目
、
30
㎞
の
部

に
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は

目
標
タ
イ
ム
と
し
て
①
４
時

間
（
８
分
／
㎞
）
②
３
時
間

30
分
（
７
分
／
㎞
）
③
３
時

間
（
６
分
／
㎞
）
の
い
ず
れ

か
を
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ
推
進

課
へ

手
影
絵
講
座
発
表
会
を
行
い
ま
す

　
広
報
お
う
め
５
月
１
日
号
で

募
集
し
た
「
劇
団
か
か
し
座

影
絵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
子

ど
も
た
ち
が
練
習
し
て
き
た
手

影
絵
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
ネ
ッ

ツ
た
ま
ぐ
ー
セ
ン
タ
ー
文
化
祭

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
披
露
し
ま
す
。

日 

時
　
11
月
23
日(

祝)

　
午

前
11
時
か
ら

会 

場
　
ネ
ッ
ツ
た
ま
ぐ
ー
セ
ン

タ
ー（
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
）

多
目
的
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課

ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ト
（
水
色
）

が
す
で
に
支
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
11
月
29
日
の
午
後

５
時
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を

電
話
☎
24
・
６
３
１
１
で
青

梅
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局
へ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
込
者
対
象

普

通

救

命

講

習

会

日
時
　
令
和
２
年
１
月
12
日

（
日
）　
午
前
９
時
〜
正
午

会
場
　
市
役
所
２
階
201
〜
203
会

議
室

定
員
　
先
着
50
人
（
予
約
制
）

費
用
無
料

申
し
込
み
　
12
月
６
日
ま
で
に

電
話
☎
24
・
６
３
１
１
で
青

梅
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局
へ

12
月
１
日
（
日
）

第
81
回
奥
多
摩
渓
谷
駅
伝
競
走
大
会

開
催
に
伴
う
交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▽ 

交
通
規
制
・
う
回
路
に
つ
い
て
は
現
場
警
察
官
、
役
員
、
係

員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

交
通
規
制
区
域
を
通
る
定
期
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
は
、
運
行
に

制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽ 

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
等
の
自
転
車
も
規
制

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
駅
伝
大
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
内
）

系統（主な経由地） 停留所 移動先 経路変更後
梅０１( 玉堂美術館循環 )

青梅駅

④ 文化交流センター下⇔吉野（その先運休）
梅７０( 東大和駅経由 )

⑤
東青梅駅北口⇔花小金井駅

梅７４甲（成木循環） 東青梅駅北口⇔成木循環
梅７６甲（上成木） 東青梅駅北口⇔上成木
梅７６丙 ( 万年橋経由 )

④
文化交流センター下⇔吉野

梅７７乙 ( 駒木町循環 ) 文化交流センター下⇔駒木町循環
梅７７甲 ( 青梅駅経由 ) 裏宿町 ⑥ 東青梅⇔河辺駅北口

◎都営バス・変更
経路 停留所 移動先

青梅駅⇔
河辺駅南口

青梅駅
①

住吉神社
御岳駅⇔

ケーブル下 御岳駅 ②

奥多摩駅⇔
奥多摩湖方面 奥多摩駅 ③

◎西東京バス・変更
系統（主な経由地） 停留所 経路変更後

梅７７丁（東青梅駅経由）
青梅駅 全区間運休梅７７丙（駒木町）

梅７７（上町）

◎都営バス・運休
交通規制中、バスは次の経路について変更等があります



（２）． ．広報おうめ
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【普通话】青梅市政府网页还提供以上语言：英语，普通话，广东话，韩语，西班牙语和德语．
【粵語】青梅市政府網頁還提供以上語言：英語，普通話，粵語，韓語，西班牙語和德語．
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暮らし・住まい・環境

出典：国土交通省 (2017年度)
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聖 明 園 雑 巾 贈 呈 式
　市では、昭和 44年から、聖明園の入所者から手縫いの雑巾の寄贈

を受けています。今年は、５０回目

という節目の年であることから、式

典に加え、六中ブラスバンド部員の

演奏と部員による感謝の声をビデオ

レターとして作成し、贈呈式で放映

しました。

　また、贈呈式に参加していない入

所者も視聴することができるよう

に、ビデオターをＤＶＤに記録して

贈呈しました。いただいた雑巾は市

内小中学校に配布されます。

問 い合わせ　高齢者支援課地域支援係

現
状
は
ピ
ン
チ

　
現
在
、
市
内
で
は
鉄
道
や
バ

ス
が
運
行
さ
れ
て
お
り
、
公
共

交
通
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
近
年
、
公
共

交
通
の
利
用
者
数
は
減
少
を
続

け
交
通
事
業
者
の
努
力
や
行
政

の
補
助
金
だ
け
で
は
路
線
の
維

持
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

減
少
の
悪
循
環

　
利
用
者
が
減
る
と
、
交
通
事

業
者
の
運
賃
収
入
が
減
少
し
、

運
行
経
費
を
賄
う
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。そ
う
す
る
と
、

運
行
経
費
を
抑
え
る
た
め
、
便

数
や
路
線
数
を
縮
小
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
利
便
性
が
低
下

し
て
、
さ
ら
に
利
用
者
が
減
少

す
る
悪
循
環
に
な
り
ま
す
。

　
今
は
車
を
利
用
し
て
い
て

も
、
５
年
後
、
10
年
後
の
近
い

将
来
、
車
以
外
の
移
動
手
段
が

必
要
と
な
っ
た
時
、
困
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

利
用
し
て
健
康
に

　
例
え
ば
、
買
物
へ
行
く
の
に

１
時
間
移
動
す
る
と
し
ま
す
。

車
で
行
け
ば
家
か
ら
店
ま
で
ほ

と
ん
ど
座
っ
た
ま
ま
移
動
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
鉄
道
・
バ
ス
を
使
え

ば
駅
や
バ
ス
停
ま
で
歩
い
た

り
、
鉄
道
・
バ
ス
の
中
で
立
っ

乗
っ
て
守
ろ
う
！
使
っ
て
育
て
よ
う
！
公
共
交
通

た
り
し
て
運
動
す
る
こ
と
で
健

康
増
進
に
つ
な
が
り
ま
す
。

使
う
ほ
ど
エ
コ

　
鉄
道
や
バ
ス
は
車
に
比
べ
て

二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
半
分
以

下
と
な
り
、
地
球
環
境
に
と
て

も
や
さ
し
い
交
通
手
段
で
す
。

未
来
に
つ
な
げ
る

　
い
つ
も
の
生
活
に
鉄
道
や
バ

ス
の
利
用
を
取
り
入
れ
て
み
る

こ
と
が
公
共
交
通
を
未
来
に
つ

な
げ
る
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

　
市
内
の
公
共
交
通
の
情
報
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ
　
都
市
整
備
部
管

理
課

利用者減少による悪循環

利用者
が減少

赤字路線
減便廃止

不便に
なる

運賃収入
が減少

で検索

青梅市
公共交通
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50 

100 
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250 220kcal

102kcal

1時間の移動
で約2倍！

公共交通 車

移動手段と消費カロリー
（出典 第６次改定日本人の栄養所要量）

0%

20%

40%

鉄道やバスで
通勤する方

車で
通勤する方

19％

28％

（出典 モビリティ・マネジメント教育のすすめ）

通勤手段と肥満の人の割合

計画名
① 第４次青梅市健康増進計画および  
第３次青梅市食育推進計画（案）

問い合わせ　健康センター

②第２期青梅市子ども・
子育て支援事業計画（案）
問い合わせ　子育て推進課

③第５期青梅市障害者計画（案）

問い合わせ　障がい者福祉課

閲覧場所
健康センター、子育て支援センター 子育て推進課（市役所１階）、子育て支

援センター

障がい者福祉課（市役所１階）、障
がい者サポートセンター、子育て支
援センター

※各計画（素案）は、行政情報コーナー（市役所２階）、各市民センター、中央図書館で閲覧可
※市ホームページで閲覧可

提出方法

１１月２９日（消印）までに、閲覧場所に備え付けの用紙（市ホームページからダウンロード可）に必要事項、意
見を記入のうえ、次のいずれかの方法で提出してください。

▷直接持参…土・日曜日、祝日を除く午前８時３０分～午後５時１５分
▷郵送…①〒１９８－００４２青梅市東青梅１－１７４－１　健康センター
　　　　②〒１９８－８７０１青梅市子育て推進課
　　　　③〒１９８－８７０１青梅市障がい者福祉課
▷ファックス…①FAX２３－２１９５②③FAX２２－３５０８
▷ 電子メール…①健康センター div1530@city.ome.tokyo.jp②子育て推進課 div1710@city.ome.tokyo.jp ③障がい者福祉
課 div1520@city.ome.tokyo.jp

各 計 画 （ 素 案 ） へ の 意 見 募 集 を 行 い ま す
　市では、さまざまな計画について、各関係団体や委員会等で検討を重ねています。このたび次の計画の素案を作成しましたので、

皆さんの意見を募集します。なお、受け付けた意見は個人情報を除き、市の考え方を付して市のホームページで公表します。

※ 意見に対する個別の回答はできません。

対象　市内在住・在勤・在学の方、市内に事務所または事業所を有する方、当該案件に直接的な利害関係を有する方

閲覧期限　１１月２９日（金）

鉄道 バス 車

傍

聴

に

お

出

か

け

く

だ

さ

い

障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会

日 

時
　
12
月
６
日
（
金
）　
午

後
２
時
〜
４
時

会 

場
　
市
役
所
２
階
205
・
206
会

議
室

内 

容
　
専
門
部
会
の
活
動
等
に

つ
い
て

定
員
　
10
人
（
抽
選
）

傍 

聴
受
付
　
当
日
の
午
後
１
時

35
分
〜
１
時
55
分
に
会
場
入

り
口
で

そ 

の
他
　
手
話
通
訳
利
用
者
は

14
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は

直
接
障
が
い
者
福
祉
課
認

定
サ
ー
ビ
ス
係
へ

問 

い
合
わ
せ
　
障
が
い
者
福
祉

課
認
定
サ
ー
ビ
ス
係

　
昭
和
を
代
表
す
る
作
家
で
、

名
誉
市
民
で
も
あ
る
吉
川
英
治

氏
を
顕
彰
す
る
「
吉
川
英
治
記

念
館
」（
柚
木
町
１
―
101
―
１
）

は
、
平
成
31
年
３
月
に
、
惜
し

ま
れ
つ
つ
閉
館
し
ま
し
た
。

　
こ
の
記
念
館
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
管
理
し
て
い
た
吉
川
英

治
国
民
文
化
振
興
会
か
ら
寄
付

の
申
し
出
を
受
け
て
お
り
、
市

と
し
て
は
こ
れ
を
引
き
受
け
、

新
た
に
開
設
す
る
方
向
で
検
討

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
説
明
会
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
検
討
内
容
と
今
後
の
利

活
用
の
方
向
性
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

日 

時
　
11
月
29
日
（
金
）　
午

後
７
時
30
分
か
ら

会 

場
　
梅
郷
市
民
セ
ン
タ
ー
会

議
室

定
員
　
先
着
50
人

費
用
無
料

直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ
　
企
画
政
策
課

吉

川

英

治

記

念

館

今

後

の

利

活

用

に

つ

い

て

説

明

し

ま

す

　
令
和
元
年
青
梅
市
議
会
定
例

会
12
月
定
例
議
会
が
12
月
９
日

（
月
）
の
午
前
10
時
か
ら
開
催

さ
れ
ま
す
。
初
日
に
予
定
さ
れ

て
い
る
内
容
は
、
市
長
所
信
表

明
、
議
案
審
議
な
ど
で
す
。
原

則
と
し
て
ど
な
た
で
も
傍
聴
で

き
ま
す
の
で
、
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

　
詳
細
は
、
11
月
15
日
発
行
の

「
お
う
め
市
議
会
だ
よ
り
」
ま

た
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
同
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
定
例
議
会
の
内

容
、
市
議
会
議
員
の
紹
介
、
本

会
議
等
の
記
録
や
ラ
イ
ブ
中
継

な
ど
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ
　
議
会
事
務
局

12

月

定

例

議

会

　
秋
の
叙
勲
・
褒
章
の
発
表

が
あ
り
、
市
内
で
は
11
人
の

方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

―
敬
称
略
―

※
年
齢
は
10
月
25
日
現
在

●
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞 

宝 

双 

光 

章

荒

井

孝

一
（
72
歳
）

警
察
功
労
・
元
警
視
庁
警

部
・
長
淵

飯

田

正

信
（
72
歳
）

警
察
功
労
・
元
警
視
庁
警

部
・
小
曾
木

浦

野

洋

治
（
72
歳
）

警
察
功
労
・
元
警
視
庁
警

視
・
畑
中

小

田

明

文
（
72
歳
）

警
察
功
労
・
元
警
視
庁
警

部
・
大
門

瑞 

宝 

単 

光 

章

秋

葉

久

夫
（
67
歳
）

消
防
功
労
・
元
東
京
消
防

庁
消
防
司
令
長
・
今
井

井

上

　

豊
（
72
歳
）

警
察
功
労
・
師
岡
町

輿

石

治

彦
（
72
歳
）

警
察
功
労
・
元
警
視
庁
警

部
補
・
大
門

南

　

正

幸
（
66
歳
）

消
防
功
労
・
元
東
京
消
防

庁
消
防
司
令
長
・
新
町

●
褒
　
　
章

藍 

綬 

褒 

章

川

鍋

重

美
（
53
歳
）

消
防
功
績
・
現
青
梅
市
消

防
団
団
長
・
小
曾
木

瑞 

宝 

双 

光 

章

伊

東

重

信
（
79
歳
）

教
育
功
労
・
元
公
立
中
学

校
長
・
河
辺
町

斉

藤

　

賢
（
71
歳
）

社
会
福
祉
功
労
・
現
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
羽
村

園
」
施
設
長
・
河
辺
町

令
和
元
年 

秋
の
叙
勲
・
褒
章



（３） ． ． 広報おうめ
The website of Ome City Government is also available in: English, Mandarin, Cantonese, Korean, Spanish and German.
La página web del Ayuntamiento de Ome está disponible también en: inglés, mandarín, chino cantones, coreano, español y ａlemán.

【English】
【Español】

青
おうめし

梅市ホームページは英語・スペイン語・中国語・韓国語・ドイツ語でも閲
えつらん

覧できます。

　
市
民
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る

も
の
（
運
転
免
許
証
等
）
を
お

持
ち
の
う
え
、
清
掃
リ
サ
イ
ク

ル
課
（
市
役
所
５
階
）
へ
申
請

し
、
手
数
料
２
千
円
を
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
領
収
書
を
お
持

ち
の
う
え
、
飼
っ
て
い
た
動
物

を
火
葬
場
（
長
淵
５
―
743
・
友

引
の
日
、
１
月
１
日
〜
３
日
を

除
く
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

へ
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
犬
の
場
合
は
、
火
葬
の
申
請

時
に
、
死
亡
の
届
け
出
も
必

要
と
な
り
ま
す
。

※
大
型
犬
の
場
合
は
、
事
前
に

火
葬
場
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※
火
葬
後
の
骨
は
お
返
し
で
き

ま
せ
ん
。

　
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
月

〜
金
曜
日
に
、
ご
自
宅
へ
引
き

取
り
に
伺
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。
希
望
者
は
、
清
掃
リ
サ
イ

ク
ル
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

引
き
取
り
時
に
手
数
料
４
千
円

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
清
掃
リ
サ
イ
ク

ル
課
清
掃
係

飼

っ

て

い

た

動

物

の

火

葬

炭

焼

き

体

験

教

室

竹
炭
づ
く
り
と
手
軽
に
楽
し
め
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト

 

詐欺だけでなく、侵入窃盗にも
ご注意を！
～犯人の　電話に出ないで　被害ゼロ～

令
和
元
年
度
市
民
提
案
協
働
事
業

身

近

な

森

林

の

活

用

を

考

え

る

暮らし・住まい・環境

青梅市ごみ収集カレンダーに広告を掲載しませんか

元 １１ １５

●詐欺等被害発生状況

▷ 令和元年１０月１５日現在

　１３件・１，５１６万円

●大手家電量販店をかたる詐欺が多発しています！

　大手家電量販店の店員等をかたり、「あなたの

クレジットカードが悪用されている。銀行口座を

変更した方がいいので銀行協会に連絡しておきま

す」と言い、最終的に警察官や銀行協会職員をか

たる者が自宅を訪れ、キャッシュカード等をだま

し取ろうとしてきます。たとえ、警察官でも交換

名目でキャッシュカード等の貴重品を預かること

はありません。
●市役所職員をかたった還付金詐欺にもご注意を！
　ＡＴＭを操作しても還付金が戻ることは絶対に

ありません。

●空き巣などの侵入窃盗も発生しています！

　被害に遭わないために、短時間の外出であって

も必ず施錠するようにしましょう。
●自動通話録音機の貸与
　市では市内在住の６５歳以上の方を対象に自動

通話録音機の貸与を行っています。数に限りがあ

りますので、電話で在庫をご確認ください。

●万が一電話に出てしまったら

▷慌てない！お金やカードは絶対に渡さない！

▷すぐに信用しない！相手の所属、氏名、連絡先

を尋ねて実際に確認を！

▷一人で判断せず、警察・家族に相談を！

問い合わせ　青梅警察署防犯係☎２２－０１１０

　　　　　　市市民安全課市民安全係

　
身
近
な
森
林
の
活
用
に
つ
い

て
覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

日 

時
　
12
月
８
日
（
日
）　
午

後
１
時
〜
４
時

会 

場
　
成
木
小
、
あ
ま
が
さ
す

の
森

※ 

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
な
る
べ
く
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内 

容
　
森
の
勉
強
会
後
、
あ
ま

が
さ
す
の
森
を
散
策

　
農
業
体
験
農
園
で
あ
る
　

「
並
木
農
園
」
で
実
践
し
て
い

る
無
農
薬
・
無
肥
料
の
自
然
栽

培
に
つ
い
て
の
説
明
と
農
園
見

学
会
を
開
催
し
ま
す
。

日 

時
　
12
月
７
日
（
土
）　
午

前
10
時
〜
11
時

※
雨
天
決
行

場 

所
　
河
辺
町
７
―
３
―
５

農
園
主
　
並
木
す
み
江

注 

意
事
項

▽ 

当
日
は
直
接
農
園
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽ 

車
で
の
来
園
は
不
可

▽ 

汚
れ
て
も
よ
い
靴
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
市
街
化
区
域
内
で

年
々
減
少
し
つ
つ
あ
る
農
地
等

の
保
全
を
図
る
た
め
、
生
産
緑

地
の
区
域
の
下
限
面
積
を
300
㎡

以
上
と
す
る
「
青
梅
市
生
産
緑

地
地
区
に
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
区
域
の
規
模
に
関
す
る
条

例
」
を
11
月
１
日
に
施
行
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
青
梅
都
市
計

画
生
産
緑
地
地
区
指
定
方
針
・

指
定
基
準
等
を
改
正
し
、
特
定

生
産
緑
地
制
度
の
運
用
や
生
産

緑
地
地
区
の
追
加
募
集
を
実
施

し
ま
す
。

　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
基
準
等
の
改
正
内
容

▽ 

指
定
要
件
の
下
限
面
積
が
300

㎡
以
上
の
区
域
と
す
る
。

▽ 

農
地
転
用
が
さ
れ
た
土
地
や

以
前
生
産
緑
地
地
区
で
解
除

さ
れ
た
土
地
に
つ
い
て
も
、

届
出
後
の
状
況
の
変
化
に
よ

り
、
現
に
農
業
の
用
に
供
さ

れ
て
お
り
、
将
来
的
に
も
営

農
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
も
の
は
追
加
指
定

の
対
象
と
す
る
。

▽ 

特
定
生
産
緑
地
の
指
定
要
件

と
し
て
、
適
正
に
肥
培
管
理

さ
れ
た
農
地
等
で
あ
り
、
相

当
期
間
に
わ
た
っ
て
農
業
経

営
等
の
継
続
が
期
待
で
き
る

こ
と
等

◎

追

加

募

集

　
令
和
２
年
度
に
生
産
緑
地
地

区
へ
の
指
定
を
希
望
す
る
農
地

等
を
募
集
し
ま
す
。

　
指
定
さ
れ
た
農
地
等
は
、
適

正
な
管
理
が
義
務
づ
け
ら
れ
、

農
林
業
以
外
に
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
３
年
度
か
ら
固
定

資
産
税
等
に
関
す
る
土
地
評
価

が
変
更
さ
れ
ま
す
。

　
改
正
に
伴
い
、
新
た
な
指
定

要
件
と
な
る
こ
と
か
ら
、
農
地

転
用
や
指
定
解
除
さ
れ
た
土
地

に
つ
い
て
も
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

指 

定
要
件
　
市
街
化
区
域
内
に

あ
る
農
地
等
で
、
次
の
要
件

す
べ
て
に
該
当
し
て
い
る
こ

と
▽ 

公
害
や
災
害
の
防
止
、
農
林

業
と
調
和
し
た
都
市
環
境
の

保
全
等
良
好
な
生
活
環
境
の

確
保
に
相
当
の
効
用
が
あ

り
、
か
つ
、
公
共
施
設
等
の

敷
地
の
用
に
供
す
る
土
地
と

し
て
適
し
て
い
る
農
地
等
で

あ
る
こ
と

▽ 

面
積
が
300
㎡
以
上
の
区
域
で

あ
る
こ
と

※ 

隣
接
す
る
他
人
の
農
地
等
と

の
合
計
で
も
可
能
な
場
合

あ
り

▽ 

農
林
業
の
用
に
供
さ
れ
、
ま

た
、
相
当
期
間
に
わ
た
っ
て

農
業
経
営
等
の
継
続
が
期
待

で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と

▽ 

農
地
等
利
害
関
係
人
が
同
意

し
て
い
る
こ
と

▽ 

非
常
災
害
時
の
避
難
場
所
等

と
し
て
使
用
す
る
た
め
の
協

力
が
得
ら
れ
る
こ
と

説

明

会

　
追
加
指
定
に
つ
い
て
、
検
討

し
て
い
る
方
を
対
象
と
す
る
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日 

時
　
12
月
７
日(

土)

　
午

後
１
時
30
分
か
ら

会
場
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

申 

し
込
み
　
電
話
で
都
市
計
画

課
計
画
係
へ

事

前

相

談

　
指
定
を
希
望
す
る
方
は
、
次

の
期
間
中
に
必
ず
事
前
相
談
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

期 

間
　
12
月
９
日
（
月
）
〜
令

和
２
年
２
月
14
日
（
金
）　

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※ 

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

場 

所
　
都
市
計
画
課
（
市
役
所

５
階
）

持 

ち
物
　
農
地
等
の
位
置
、
面

積
お
よ
び
土
地
所
有
者
が
確

認
で
き
る
書
類
、公
図
写
し
、

印
鑑

申 

し
込
み
　
電
話
で
都
市
計
画

課
計
画
係
へ

「

並

木

農

園

」

見

学

会

開

催

申 

し
込
み
　
12
月
４
日
ま
で
に

電
話
☎
24
・
０
６
０
１
で
農

園
主
　
並
木
へ

問 

い
合
わ
せ
　
農
園
主
　
並
木

☎
24
・
０
６
０
１
、
農
林
水

産
課
農
政
係

日 

時
　
12
月
７
日
（
土
）　
午

前
10
時
〜
午
後
２
時

※
雨
天
・
降
雪
時
は
中
止

会 

場
　
花
木
園
（
小
曾
木
４
―

２
６
１
５
―
１
）

※
駐
車
場
あ
り

対
象
　
小
学
生
以
上

※ 

小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴

内 

容
　
竹
炭
づ
く
り
、
青
梅
産

材
を
使
っ
た
ネ
イ
チ
ャ
ー

ク
ラ
フ
ト

講 

師
　（
特
非
）
青
梅
林
業
研

究
グ
ル
ー
プ
　
ほ
か

費
用
　
500
円
（
材
料
代
）

服 

装
・
持
ち
物
　
歩
き
や
す
く

汚
れ
て
も
よ
い
服
、
弁
当
、

雨
具
、
タ
オ
ル
、
レ
ジ
ャ
ー

シ
ー
ト
、
筆
記
用
具

そ 

の
他
　
昼
食
時
に
豚
汁
を
用

意
し
ま
す

申 

し
込
み
　
12
月
２
日
ま
で
に

農
林
水
産
課
林
務
水
産
係

へ

講 

師
　
市
内
幼
稚
園
園
長
　
ほ
か

定
員
　
先
着
30
人
（
予
約
制
）

費
用
無
料

服 

装
・
持
ち
物
　
歩
き
や
す
い

汚
れ
て
も
よ
い
服

申 

し
込
み
　
12
月
１
日
ま
で
に

農
林
水
産
課
林
務
水
産
係
へ

問 

い
合
わ
せ
　（
特
非
）
青

梅
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

o
m
e
rin
k
e
n
1
9
9
5
@

g
m
a
il.com

生
産
緑
地
地
区
に
関
す
る
条
例
施
行
・
指
定
基
準

等
の
改
正
に
伴
う
生
産
緑
地
地
区
の
追
加
募
集

　毎年全戸配布しているごみの収集日を掲載した「青梅市ごみ収集カレンダー」（令和２年４月～翌年３月）

に広告欄を設けます。広告掲載を希望する企業、事業所、自営業者の皆さんは、ぜひお申し込みください。

規 格　カレンダー　Ａ４サイ

ズ、広告　縦３㎝×横１３

㎝（ＪＰＥＧ形式）

作製部数　７万１千部

掲載料　１枠５万円

募集枠数　先着１２枠

注 意事項　掲載位置の指定は

でき　ません▷同一広告

主の広告は１枠までとし、

空きがある場合に限り、２

枠以上掲載できるものと

ごみ収集カレンダー広告掲載イメージ

問
い
合
わ
せ
　
都
市
計
画
課
計
画
係

ＡＩチャットボットによる
ごみの分別案内実施中！

　ごみの分別でお困りの方、現在、市
ではＡＩチャットボットによるごみの
分別案内を実施中です！２４時間いつ
でも青梅市公式キャラクター「ゆめう
めちゃん」がごみの分別案内をしてい
ますので、下記２次元コードからアク
セスしてご利用ください。

青梅市

青梅市住宅施
策推進協議会
(宅建業者)

登録

申出

情報提供

仲介

調査

仲介

農
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
も
の
は
追
加
指
定

の
対
象
と
す
る
。

特
定
生
産
緑
地
の
指
定
要
件

と
し
て
、
適
正
に
肥
培
管
理

さ
れ
た
農
地
等
で
あ
り
、
相

当
期
間
に
わ
た
っ
て
農
業
経

営
等
の
継
続
が
期
待
で
き
る

◎

追

加

募

集

　
令
和
２
年
度
に
生
産
緑
地
地

区
へ
の
指
定
を
希
望
す
る
農
地

等
を
募
集
し
ま
す
。

　
指
定
さ
れ
た
農
地
等
は
、
適

正
な
管
理
が
義
務
づ
け
ら
れ
、

た
、
相
当
期
間
に
わ
た
っ
て

農
業
経
営
等
の
継
続
が
期
待

で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と

申

青梅市空家バンクにご登
録ください
　市では、市内の空き家を有効に活用し、

地域を活性化するため、「青梅市空家バ

ンク」を開設し、物件の登録や情報の提

供などを行っています。空き家の活用等

をお考えの方は、お問い合わせください。

問 い合わせ　住宅課住宅政策係

します。

申 し込み　１１月２０日～１２

月６日に市ホームページか

ら広告掲載申込書をダウン

ロードし、必要事項を記入の

うえ、広告図案を添えて直接

清掃リサイクル課（市役所５

階）へ

問 い合わせ　清掃リサイクル課

清掃係

問い合わせ　清掃リサイクル課清掃係



． ．広報おうめホームページ http://www.city.ome.tokyo.jp/

特集

（４）元 １１ １５

（１）任命権者別一般職の職員の任免および職員数の状況 （人）

区分
平成３０年４月１日

現在職員数
（ａ）

採用等の状況 退職等の状況
３１年４月１日

現在職員数
（ｊ＝ａ＋ｄ－ｉ）

前年度比較
（ｊ－ａ）

３０年４月２日～
３１年３月３１日

（ｂ）

３１年４月１日
（ｃ）

計
（ｄ＝ｂ＋ｃ）

定年
退職

（ｅ）

普通退
職

（ｆ）

死亡
（ｇ）

その他
（ｈ）

計
（ｉ＝ｅ＋ｆ

＋ｇ＋ｈ）

市長の補助職員 ５９２（３４） ４ ４１（１７） ４５（１７） １４ ９ １ ２８（１２） ５２（１２） ５８５（３９） △７ （  ５）

市立総合病院の職員 ７６３（１５） １７ ７３ （  ８） ９０ （  ８） １６ ６０ ０ ８ （  ４） ８４ （  ４） ７６９（１９） ６ （  ４）

議会の職員 １０ （  １） １ １ ２ ０ ０ ０ １ （  １） １ （  １） １１ １（△１）

教育委員会の職員 １１５ （  ８） ２ １３ （  ７） １５ （  ７） ７ １ ０ １４ （  ５） ２２ （  ５） １０８（１０） △７ （  ２）

選挙管理委員会の職員 ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ０

監査委員会の職員 ３ （  １） ０ ２ （  １） ２ （  １） １ ０ ０ １ （  １） ２ （  １） ３ （  １） ０ （  ０）

農業委員会の職員 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

合計 １，４８７（５９） ２４ １３０（３３）１５４（３３） ３８ ７０ １ ５２（２３）１６１（２３）１，４８０（６９） △７（１０）

※（　）内は、再任用短時間勤務職員で外数です。
※ 職員数は上記のほかに、東京都十一市競輪事業組合へ１人、東京都市町村職員研修所へ１人、東京たま広域資源循環組合へ１人派遣しており、３１年４月１日現在の青梅市の総

職員数は、１，４８３人となります。

人 事 行 政 の 運 営 等 の 状 況
　地方公務員法第５８条の２の規定に基づき、市の人事行政の運営等の状況を公表します。

問い合わせ　職員課人事給与係

１　職員の任免および職員数に関する状況

（２）部門別職員数の状況（各年４月１日現在） （人）

区分
職員数 平成３０年と３１年の比較増減状況

２９年 ３０年 ３１年 増員数 減員数 主な増減理由

一般
行政
部門

議会 １０ （△１） １０ （０） １１ （１） １ ０ 欠員補充

総務 １８１ （３） １７７ （△４） １７２ （△５） ２ ７ 欠員補充、人員未配置

税務 ５５ （０） ５５ （０） ５４ （△１） ０ １ 人員未配置

民生 ８８ （２） ８８ （０） ９１ （３） ３ ０ 組織改正

衛生 ５４ （０） ５３ （△１） ５３ （０） ０ ０

農林水産 １６ （３） １５ （△１） １４ （△１） ０ １ 人員未配置

商工 １０ （１） １２ （２） １２ （０） ０ ０

土木 １０６ （△２） １００ （△６） ９８ （△２） ２ ４ 組織改正、人員未配置

小計 ５２０ （６） ５１０（△１０） ５０５ （△５） ８ １３

特別
行政

教育 １２６ （△６） １２４ （△２） １１７ （△７） ２ ９ 欠員補充、人員未配置

小計 １２６ （△６） １２４ （△２） １１７ （△７） ２ ９

普通会計 ６４６ （０） ６３４（△１２） ６２２（△１２） １０ ２２

公　営
企業等

病院 ７５３ （２９） ７６３ （１０） ７６９ （６） ６ ０ 組織改正、欠員補充

下水道 ２７ （１） ２６ （△１） ２５ （△１） ０ １ 組織改正

その他 ６５ （２） ６４ （△１） ６４ （０） ０ ０

小計 ８４５ （３２） ８５３ （８） ８５８ （５） ６ １

合計 １，４９１ （３２）１，４８７ （△４）１，４８０ （△７） １６ ２３

※（　）内の数値は、対前年の増減数です。
※職員数は、地方公共団体定員管理調査に基づく数値です。

（３）役職別職員数

　市役所では、課を単位として仕

事を分担し、同じ分野の課をまと

めて部を置いています。そして、

部に部長、課に課長、係に係長な

どを置いています。

　平成３１年４月１日現在の状況

は、右のとおりです。

※総合病院診療部門を除く

（人）

区分 職員数

部長職 １５

課長職 ５９

係長職 １６６

主査職 ４

副主査職 ３３

主任職 ３０７

主事職 １６７

（４）昇任試験の状況

　昇進は、原則として、能力主義、成績主義に基づいて

行っています。管理職候補者等を見いだす方法として、

課長職、係長職、主査職、副主査職および主任職につい

ては昇任試験を課しています。

　平成３０年度の状況は、

右のとおりです。

※総合病院診療部門を除く

３　職員の給与の状況

（１）部門別給与等の状況（平成２９・３０年度決算）

区分
給料 職員手当

２９年度
決算額（ａ）

３０年度
決算額（ｂ）

前年度比較
（ｃ＝ｂ－ａ）

２９年度
決算額（ｄ）

３０年度
決算額（ｅ）

前年度比較
（ｆ＝ｅ－ｄ）

市長部局 ２，３８０，５１２ ２，３６０，８３２ △１９，６８０ ２，２３２，１１６ ２，４１６，４１８ １８４，３０３

市立
総合病院 ２，７１４，８１４ ２，７８０，０２２ ６５，２０８ ２，８６９，０４７ ３，０２５，３０１ １５６，２５４

議会 ４５，４３６ ４８，９９５ ３，５５９ ３３，６８１ ３６，３０３ ２，６２２

教育
委員会 ５３１，４０２ ５００，８６５ △３０，５３７ ３６０，２４５ ３４６，４７９ △１３，７６６

選挙管理
委員会 １５，９５２ １５，９９８ ４６ ３２，０７４ １３，４７７ △１８，５９７

監査
委員会 １６，８１０ １６，８５８ ４８ １１，７４５ １１，８３３ ８８

農業
委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０

合計 ５，７０４，９２６ ５，７２３，５７０ １８，６４４ ５，５３８，９０８ ５，８４９，８１１ ３１０，９０３

（２）初任給の状況（平成３１年４月１日現在）

区分 初任給

一般行政職
高校卒 １４５，６００円

大学卒 １８３，７００円

（３）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況

区分
平成３１年４月１日現在

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 ３２７，３００円 ４５５，１３８円 ４３歳　４か月

一般技能職 ３５４，０００円 ４１７，２２７円 ５６歳　５か月

医療職 ３０２，４２２円 ４３５，８９６円 ４０歳１０か月

企業職 ( 総合病院の職員 ) ３０６，０００円 ４８７，１３１円 ３８歳１１か月

２　職員の人事評価の状況

　職員の職務で発揮された能力などについて、毎年評価を行っています。平成３０年度は、次のとおり実施しました｡

評価期間　３０年４月１日～３１年３月３１日　　評価対象者　全職員

評価項目　業績（目標や職務の達成度など）、態度（責任感、積極性、規律性など）、能力（理解・判断力、企画力、指導力など）

（千円）

共済費 計

２９年度
決算額（ｇ）

３０年度
決算額（ｈ）

前年度比較
（ｉ＝h－g）

２９年度
決算額（ｊ）

３０年度
決算額（ｋ）

前年度比較
（ｌ＝ｋ－ｊ）

対前年度
伸び率

８４９,４６３ ８５２，９０８ ３，４４５ ５,４６２,０９１ ５,６３０，１５８ １６８，０６７ ３．１％

１,０１５,７６１ １,０８０，２５６ ６４，４９５ ６,５９９,６２２ ６,８８５，５７９ ２８５，９５７ ４．３％

１５,７０９ １７，３５６ １，６４７ ９４,８２６ １０２，６５４ ７，８２８ ８．３％

１７４,２１２ １７１，０９７ △３，１１５ １,０６５,８５９ １,０１８，４４１ △４７，４１８ △４．４％

５,６８８ ６，１０１ ４１３ ５３,７１４ ３５，５７６ △１８，１３８ △３３．８％

５,２４９ ５,３４２ ９３ ３３,８０４ ３４，０３３ ２２９ ０．７％

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２,０６６,０８２ ２,１３３，０６０ ６６，９７８ １３,３０９,９１６ １３,７０６，４４１ ３９６，５２５ ３．０％

※ 平均給料月額は、４月に職員に支給される基本給としての給料を職員数で除したものです。
※ 平均給与月額は、４月に職員に支給される給料と職員手当 ( 扶養手当､ 地域手当、住居手当、通勤手当､

単身赴任手当、特殊勤務手当、管理職手当、時間外勤務手当等 ) の合計額を職員数で除したものです。

（人）

区分 受験者数 合格者数

課長職 １２ ６

係長職 １１ ９

主査職 ２ ０

副主査職 ４ １

主任職 ５４ １６



． ． 広報おうめ 市役所の代表電話は２２‐１１１１です

特集

（５） 元 １１ １５

（４）職員手当の状況（平成３１年４月１日現在）

手当の種類 内容

扶養手当
（部長職を除く）

配偶者　６，０００円（課長職　３，０００円）　子ども　９，０００円
父母等　６，０００円（課長職　３，０００円）　特定期間の加算　４，０００円（※）

地域手当 給料、扶養手当、管理職手当の合計額の１５％

住居手当
（管理職を除く） ３５歳未満の世帯主等 ( 借家・借間）　１５，０００円

通勤手当 交通機関　６か月定期等の最も経済的な額
自動車等　使用距離に応じて２，６００円～１５，０００円の範囲内の額

特殊勤務手当 著しく危険、不快、不健康その他特殊な業務に就いたときに支給される手当

期末、勤勉手当

３０年度支給実績

区分 ６月期 １２月期 合計

部長職
期末手当 ０．９２５月分 １．０７５月分 ２．０００月分

勤勉手当 １．２５０月分 １．３５０月分 ２．６００月分

課長職
期末手当 １．０２５月分 １．１７５月分 ２．２００月分

勤勉手当 １．１５０月分 １．２５０月分 ２．４００月分

係長職
以下

期末手当 １．２２５月分 １．３７５月分 ２．６００月分

勤勉手当 ０．９５０月分 １．０５０月分 ２．０００月分

退職手当 （支給率）　勤続２０年…２３．００月分　　勤続２５年…３０．５０月分
　　　　　勤続３５年…４３．００月分

管理職手当 部長　１０６，５００円　　課長　８０，０００円

その他の手当 上記の他に単身赴任手当、管理職員特別勤務手当、労働基準法の規定に基づいて支給
している時間外勤務手当、休日勤務手当、夜間勤務手当などがあります。

※ 特定期間の加算とは、扶養親族の子のうちに１６～２２歳の子がいる場合に子の金額に加算する額で
す。

（５）特別職等の報酬の状況（平成３１年４月１日現在）

区分 給料月額等

給料

市長 １，０１０，０００円

副市長 ８８０，０００円

教育長 ８０５，０００円

病院事業管理者 １，５２０，０００円

報酬

議長 ６２５，０００円

副議長 ５６０，０００円

議員 ５３０，０００円

期末手当
( ３０年度支給実績 )

市　長、議　長
副市長、副議長
教育長、議　員
病院事業管理者

６月期
１２月期

合　計

２．１７５月分
２．４２５月分
４．６００月分

４　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（１）勤務時間（平成３１年４月１日現在）

　職員の勤務時間は、午前８時３０分～午後５時１５分の１日７時間４５分、週３８時間４５分

です。夜間窓口や総合病院の看護師などで、交代勤務により職務に従事する職員もいますが､ 勤

務時間は週３８時間４５分を原則として､ 勤務の割り振りをしています｡

（２）休暇等の概要

　休暇等の種類は、年次休暇、病気休暇、公民権の行使、生理休暇、結婚休暇、産前産後の休養、

母子保健健診休暇、出産介護休暇、育児時間、子どもの看護休暇、忌引、父母の祭日休暇、ドナー

休暇、夏季休暇、長期勤続休暇、ボランティア休暇、介護休暇、短期の介護休暇、介護時間、災

害事故休暇、育児休業、部分休業です。なお、年次休暇の昨年の平均取得日数は、１２．７日です。

８　職員の退職管理の状況

　職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全力で職務遂行しなければなりません。

　職務の遂行にあたって職員が守るべき義務は、次のとおりです。

区分 内容 違反者数
( 平成３０年度 )

職務命令等に従う義務 職員は法令等の定める規程に従い、かつ上司の職務上の命令に忠実に従わなければなりませ
ん。 ０人

信用失墜行為の禁止 職員は職の信用を傷つけたり、職の全体の不名誉となる行為をしてはいけません。 ２人

守秘義務 職員は職務上知り得た秘密を漏らしてはいけません。 ０人

職務専念義務 職員は勤務時間中全力で職務遂行しなければいけません。ただし、研修を受ける場合、厚生
に関する計画の実施に参加する場合などに限り、職務専念義務が免除されます。 ０人

政治的行為の制限 職員は政党その他の政治的団体の結成に関与する等の政治的行為が禁止されるなどの制限が
あります。 ０人

争議行為等の禁止 職員は争議行為等が禁止されています。 ０人

営利企業等の従事制限
職員は営利企業等に従事することは制限されており、従事する場合には許可を受けなければ
なりません。なお、公務の遂行に悪影響を及ぼさないと判断できるものについては、任命権
者の許可を得ることによって営利企業等に従事することができます。

０人

　地方公務員法において退職職員

による現職職員への働きかけが規

制されており、青梅市職員の退職

管理に関する条例に基づき、職員

の退職管理の適正化を図っていま

す。

　平成３０年度末における退職者

（課長職以上）の再就職等の状況

は、次のとおりです。

※総合病院診療部門を除く

（人）

区分 再就職者数

本市外郭団体 ０

民間企業等 １

９　職員の研修の状況

（人）

区分 受講者数 備考

東京都市町村
職員研修所

一般研修 １２５新任職員、部課長職員等の階層別研修

実務研修等 １５２行政法Ⅰ、地方自治法、地方公務員法、政策法務、情報システム調達導入科、財政科、契約科、固定資産税科、徴収科、都市計画科、
人権啓発研修等の実務研修

その他派遣研修 ９総務省自治大学校、東京都職員研修所、国土交通省国土交通大学校、東京都特別区職員研修所等への派遣

独自研修 ２，６５０階層別研修、接遇研修、会計実務研修、交通安全講習会、公務員倫理研修、情報セキュリティ研修、契約事務に関する研修等

　平成３０年度の職員研修実施状況は、次のとおりです。
※総合病院診療部門を除く

１０　職員の福祉および利益の保護の状況

（１）厚生福利制度

　職員の厚生制度として、地方公務員法第４２条の規定に基づき、青梅市職員

互助会を設置し、職員の元気回復その他厚生に関する事業を行っています｡ こ

の互助会は、職員の会費および市の交付金などで運営されています。

　なお、平成３０年度の会費および交付金は、毎月、給料月額に１，０００分

の２．３を乗じた金額です。

　また、職員の共済制度は、地方公務員等共済組合法に基づき、職員と市にお

いて分担拠出する財源により、短期給付事業（医療関係等）、長期給付事業（年

金関係）、福祉事業（人間ドック事業等）を行っており、社会保険制度の一環

とされています。

（２）公務災害補償の概要

　公務上、通勤途上の災害により、負傷等または

死亡した場合には、地方公務員災害補償基金から

一定の補償がされます。

　平成３０年度の補償件数は、右のとおりです。

※総合病院を除く

１１　公平委員会の業務の状況

（１）勤務条件に関する措置の要求の状況

　職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して、市の当局

により適当な措置がとられるべきことを要求することができます。

（２）不利益処分に関する不服申立ての状況

　職員は、懲戒その他意に反する不利益な処分に関して、公平委員会に不服の申し立

てをすることができます。

（３）人事管理に関する苦情処理の状況

　職員は、勤務条件その他の人事管理に関して、公平委員会に苦情の申出および相談

をすることができます。

　平成３０年度の（１）～（３）の状況は、次のとおりです。 （件）

区分 年度当初係属件数 年度中申立て件数 年度中処理件数 年度末係属件数

措置の要求 ０ ０ ０ ０

不服申し立て ０ ０ ０ ０

苦情処理 ０ ０ ０ ０

５　職員の休業に関する状況

　分限処分は、公務能率の維持を目的として、本人の意に反し

てその身分に不利益な変動をもたらす処分です。分限処分には、

免職、休職、降任、降給の４種類があります。

　懲戒処分は、公務員としてふさわしくない非行があった場合

に公務員関係の秩序を維持するために、職員の道義的責任を追

及して行う処分です。懲戒処分には、免職、停職、減給、戒告

の４種類があります。

　平成３０年度の分限・懲戒処分の状況は、次のとおりです。

（人）

区分
分限処分 懲戒処分

免職 休職 降任 降給 免職 停職 減給 戒告

処分者数 0 １１ 0 0 0 0 １ １

６　職員の分限および懲戒処分の状況

７　職員の服務の状況

　平成３０年度の育児休業および部分休業の取得状況は、次の

とおりです。

※�総合病院診療部門

を除く

（人）

区分 育児休業 部分休業

男性職員 １ ０

女性職員 １０ ４

（件）

区分 傷病 死亡

公務災害 ２ ０

通勤災害 １ ０
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（６）元 １１ １５

※環境基準　ｐＨ…６．５以上８．５以下 ▽ＢＯＤ…ＡＡ＝１㎎ /Ｌ以下、Ａ＝２㎎ /Ｌ以下、Ｂ＝３㎎ /Ｌ以下

▽ＳＳ…２５㎎ /Ｌ以下 ▽ＤＯ…ＡＡ・Ａ＝７．５㎎ /Ｌ以上、Ｂ＝５㎎ /Ｌ以上
※類型　水質の良好な順にＡＡからＥまでそれぞれ基準を定めています。
※ｐＨ（水素イオン濃度）　ｐＨ７が中性、それより数値が大きければアルカリ性、小さければ酸性
※調査項目　ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）…微生物が水中の有機物を二酸化炭素や水などに分解

するために必要な酸素の量。この数値が大きいほど川は汚れていることになります ▽ＳＳ（浮遊物
質）…水中に浮いている不溶性の物質 ▽ＤＯ（溶存酸素）…水中に溶けている酸素

表１　主要河川の水質調査（年間平均値）

河川名 調査地点名 類型
調査項目

ｐＨ ＢＯＤ（㎎ / Ｌ）ＳＳ（㎎ / Ｌ）ＤＯ（㎎ / Ｌ）

多摩川
御岳橋 ＡＡ ７．５ ０．６ ３．０ １０．６

多摩川橋 Ａ ７．５ ０．６ １．０ １０．７

成木川
北小曾木川合流後 Ａ ８．０ ０．６ １．０ １１．０

両郡橋 Ａ ７．９ ０．５ １．３ １０．６

黒沢川
峯向橋 Ａ ７．９ ０．８ １．０ １１．１
落合橋 Ａ ８．１ ０．６ １．０ １０．７

霞川
城前橋 Ａ ７．７ ０．８ １．０ １０．３
金子橋 Ａ ８．０ ０．６ １．３ １０．３

※時間区分　騒音…昼間＝午前６時～午後１０時、夜間＝午後１０時～翌日午前６時 ▽振動…昼間＝
午前８時～午後７時、夜間＝午後７時～翌日午前８時

※環境基準　生活環境を保全し、人の健康の保護に資するうえで、維持されることが望ましい基準
※要請限度　指定地域内において、①道路交通法上の規定による措置を要請することができる基準 ( 騒

音規制法第１７条 ) ②道路交通振動防止のための舗装、維持または修繕の措置を執るべきことを要
請し、または道路交通法の規定による措置を要請することができる基準（振動規制法第１６条）

表２　騒音と振動の調査

区分 調査地点 時間
騒音（ｄＢ） 振動（ｄＢ）

調査結果 環境基準 要請限度 調査結果 要請限度

騒音
最高値 吉野街道畑中３丁目

昼間 ６９ ７０ ７５ ３５ ６５
夜間 ６４ ６５ ７０ ２５ ６０

最低値 友田町４丁目
昼間 ５６ ７０ ７５ ２１ ６５
夜間 ５４ ６５ ７０ ２１ ６０

振動

最高値
成木街道根ヶ布２丁目 昼間 ６６ ７０ ７５ ４１ ６５

新町８丁目 夜間 ６１ ６５ ７０ ３３ ６０

最低値
友田町４丁目 昼間 ５６ ７０ ７５ ２１ ６５

秋川街道長淵８丁目
夜間

５８ ６５ ７０ １８ ６０
青梅街道日向和田３丁目 ５９ ６５ ７０ １８ ６０

表７　微小粒子状物質調査　　（単位　μｇ /㎥）
調査期間 梅郷市民センター

３月１１日～１２日
（２４時間） １０

※環境基準（抜粋）　１日平均値３５μｇ /㎥以下
※１μｇ（マイクログラム）＝１００万分の１ｇ

表８　藻類出現種・灰分率の調査

調査地点
調査日

４月１０日 ８月２９日 ２月２５日
種類 灰分率 (%) 種類 灰分率 (%) 種類 灰分率 (%)

市民球技場 ２６ ４０．３ ３９ ７７．２ ２２ ４５．８
和田橋 ３２ ５０．６ ４３ ８１．８ ２６ ５３．２
楓橋 ３３ ３９．３ ３０ ７２．０ ２９ ５７．７

※灰分率　採取試料に占める無機物の割合

表９－１　主要交差点のダンプトラック交通量調査　　　（単位　台）
調査日 最高値・交差点名 最低値・交差点名 平均値（９か所）

１２月１１日
１，９４８
成木八丁目

１９２
佐藤塚

９９０

３月１３日
１，９５９
成木八丁目

２２２
佐藤塚

１，０１９

表５　大気中ダイオキシン類の調査　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　ｐｇ－ＴＥＱ /㎥）
調査期間 市役所屋上 五小屋上 長淵市民センター駐車場 上長淵自治会館

夏期（８月２２日～２９日） ０．０１１ ０．００７４ 未実施 未実施
冬期（２月８日～２６日） ０．０１３ ０．０１０ ０．０１３ ０．０１４

※環境基準　０．６ｐｇ－ＴＥＱ /㎥以下
※１ｐｇ（ピコグラム）＝１兆分の１ｇ

表１０　光化学スモッグ注意報発令状況
区分 多摩西部 都全域

注意報 ２日 ９日
※光化学スモッグ注意報　大気中のオキシダン

トの含有率が０．１２ｐｐｍ以上の状態にな
り、その状態が継続すると認められるときに
発令されます。

表１１　苦情件数
項目 件数

大気汚染（煙等） ８３
水質汚濁（川の汚
れ等） １

騒音 ３７
振動 １
悪臭（煙等） ９７
その他 ５

合計 ２２４

表９－２　採石場周辺の大気中粉じん調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　ｍｇ /㎥）
調査期間 最高値・調査地点 最低値・調査地点 平均値（７か所）

１１月２６日～１２月４日 ０．０１４
成木８－８５３－２付近

０．００８８
成木８－４２０付近 ０．０１１

※環境基準　１時間値の１日平均値が０．１ｍｇ /㎥以下であり、かつ１時間値が０．２ｍｇ /㎥以下

表６　大気中アスベスト調査　　　　　　　　　　（単位　本 / Ｌ）
調査日 市役所 新町市民センター 梅郷市民センター

８月２８日 ０．５３ ０．５６ ０．０５６

　市では、市内の環境を把握するため、定期的に水質や大気などの

調査を行っています。　　　

河川水質調査（表１）　河川の水質汚濁状況を把握するため、定期

的に水質調査を実施しています。市内の道路側溝は水路や河川に

接続しているため、油、塗料、洗剤等を絶対に流さないでください。

地下水調査　３か所の井戸から年１回（１０月）地下水を採水し、

分析した結果、カドミウム等重金属類の有害物質は検出されませ

んでした。

道路交通騒音・振動調査（表２）　道路交通騒音・振動の実態を把

握するため、市内９か所において騒音規制法・振動規制法の規定

に基づき調査を行っています。

自動車騒音常時監視（表３）　騒音規制法の規定に基づき、市内

１０路線１０区間で調査を実施し、沿道地域における環境基準の

達成状況を、過去に測定を実施した同一路線の別区間の結果を含

めて評価しました。

大気汚染調査（表４）　市内主要交差点等１２か所で年２回、二酸

化窒素の調査を行っています。大気汚染の一因である二酸化窒素

などの窒素酸化物は、工場などの排煙や自動車の排気ガスなどに

含まれており、大気中で酸化し、大気の水分に溶けて酸性雨の原

因となります。また、酸性雨（ｐＨ５．６以下の雨）は、湖沼や

河川に影響を与えると言われています。さらに森林の立ち枯れ、

土壌や建物などへの被害も世界各地で報告されています。酸性雨

については、市役所屋上で毎月調査を行っています。年平均は、

ｐＨ５．３でした。

大気中ダイオキシン類調査（表５）　市内の一般大気中のダイオキ

シン類濃度を把握するため、調査を行っています。調査の結果、

環境基準を大きく下回っていました。

大気中アスベスト調査（表６）　市内の一般大気中のアスベスト濃

度を把握するため、調査を行っています。アスベスト繊維を含む

大気中の総繊維数調査の結果、大気汚染防止法で定められた基準

（アスベスト繊維として１０本 /Ｌ）を大きく下回っていました。

微小粒子状物質調査（表７）　市内の一般大気中の微小粒子状物質

の重量を把握するため、調査を行っています。

藻類・底生生物調査（表８）　アユの餌となる付着藻類の状況を把

握するため、年３回、市内の多摩川の３か所において、市民団体

の協力を得て調査を行っています。また、年１回、市民球技場に

おいて、底生生物の調査および川石の付着物の定性分析を行って

います。底生生物を調査した結果、１０５種類の底生生物が確認

され、定性分析の結果、主な成分として二酸化ケイ素（石英）が

確認されました。また、経年変化の確認のため、過去の分析資料

から底生生物、付着藻類について出現種を分類学的に集計し生物

学的水質判定を行ったところ、年間変動に規則性は見られず、き

れいな水域であるとの結果でした。

採石公害対策調査（表９）　採石事業に伴って発生する公害を未然

に防止するため、ダンプトラック交通量および粉じん調査を行う

とともに、青梅市採石等公害防止対策連絡協議会を開催し、各事

業所の監視指導に努めています。なお、粉じん防止については、

機械の保守点検、洗車施設の有効使用、周辺道路の清掃等をより

一層励行するよう指導しています。

光化学スモッグ（表１０）　光化学スモッグとは、工場などの排煙

や自動車の排気ガスなどに含まれる窒素酸化物（ＮＯｘ）や炭化

水素（ＨＣ）が、太陽の紫外線を受けて光化学反応を起して生成

される物質（オキシダント）が高濃度になって発生する現象です。

オキシダント濃度が高くなると、目やのどなどの痛みを引き起こ

したり、植物などにも影響を与えたりします。市では、光化学ス

モッグ注意報等が発令されると、市民センター、学校、関係機関

等へ連絡し、看板等を設置して注意を呼びかけています。３０年

度は、警報、重大緊急報の発令はありませんでした。

苦情件数（表１１）　市には、ごみなどの焼却による煙やにおい、

河川の汚濁、工場などからの騒音などに関する苦情が寄せられま

す。苦情の多くは、焼却についてです。ごみの焼却は、法律や都

条例により禁止されており、煙やにおいは近隣住民の迷惑となり

ますので、絶対に行わないでください。また、ごみは定められた

方法により、適正に処理してください。

平成３０年度環境データをお知らせします
問い合わせ　環境政策課

表４　大気中の二酸化窒素の調査
調査期間（２４時間） 最高値（ｐｐｍ） 最低値（ｐｐｍ） 平均値（ｐｐｍ）

夏期 ( ６月１９日～２０日 ) ０．０２４
友田、七日市場

０．０１０
御岳橋 ０．０１７

冬期 ( １２月１７日～１８日 ) ０．０２２
青梅新町、今寺

０．０１０
御岳橋、成木五丁目 ０．０１６

※環境基準　１時間値の１日平均値が０．０４ｐｐｍから０．０６ｐｐｍまでのゾーン内またはそれ以下

表３　自動車騒音常時監視

路線名
評価区間 延長

（ｋｍ）
達成率 (％ )

始点～終点 昼間 夜間
新宿青梅線 瑞穂町境～千ヶ瀬五丁目交差点 ５．０ ９１．５ ９９．０
青梅飯能線 青梅市民会館前交差点～成木街道入口交差点 １．３ ９９．９ １００
立川青梅線 河辺東交差点～勝沼交差点 ２．５ ９９．９ ９９．９
瑞穂富岡線 瑞穂町境～青梅インター入口交差点 １．２ １００ １００
奥多摩青梅線 長渕郵便局前交差点～千ヶ瀬二丁目交差点 ０．８ ９９．６ １００
青梅入間線 成木街道入口交差点～今井馬場崎交差点 ３．９ １００ １００
所沢青梅線 瑞穂町境～新町６－１－１付近の交差点 １．６ ９９．６ ９９．１
藤橋小作線 藤橋北交差点～藤橋交差点 ０．５ １００ １００
成木河辺線 成木二丁目西交差点～小曾木福祉センター前交差点 １．３ １００ １００

福生青梅線 羽村市境（栄町三丁目交差点）～羽村市境（末広町二丁
目西交差点） １．０ １００ １００

※時間区分　昼間＝午前６時～午後１０時、夜間＝午後１０時～翌日午前６時
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を
認
め
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う
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国
際
連
合
は
、
昭
和
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（
１
９
４
８
）
年
12
月
10
日
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第
３
回
総
会
で
世
界
人
権
宣

言
が
採
択
さ
れ
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し
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和
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第
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回
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会
で
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月
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「
人
権
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と
全
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権
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委
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連
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は
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と
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人権イメージキャラクター

人ＫＥＮまもるくん・人ＫＥＮあゆみちゃん

　
第
５
支
会
は
、
二
俣
尾
地

区
、
沢
井
地
区
、
御
岳
・
御

岳
山
地
区
の
三
つ
の
地
区
に

大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
地
区
内
の
国
道
・
多
摩
川

沿
い
に
は
神
社
仏
閣
等
が
多

数
あ
り
、
ま
た
小
学
校
等
の

公
共
施
設
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
多
く
の
場
所
に
桜
が

植
樹
さ
れ
、花
の
見
事
さ
が
、

住
民
の
記
憶
に
残
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
二
俣
尾
の
海
禅

寺
の
枝
垂
桜
や
多
摩
川
遊
歩

道
沿
い
の
桜
は
、
今
で
も
そ

の
見
事
さ
に
多
く
の
桜
好
き

が
訪
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

地
区
内
の
桜
の
多
く
が
老
木

と
な
り
寂
し
さ
の
残
る
桜
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
時
代
を

迎
え
る
記
念
の
節
目
に
、
私

た
ち
の
地
域
の
桜
を
更
新
植

樹
し
、
100
年
の
未
来
に
わ

た
っ
て
花
を
咲
か
せ
、
地
域

が
活
性
化
す
る
よ
う
、
そ
し

て
未
来
の
住
民
に
贈
り
物
を

し
た
い
と
思
い
、
さ
く
ら
100

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　
１
年
の
準
備
期
間
の
の

ち
、
さ
く
ら
100
実
行
委
員
会

で
は
、
今
年
の
４
月
か
ら
第

５
支
会
の
「
だ
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く
ん
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と
三
田
地
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み
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た
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業
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ま
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か
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年
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域
み
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で
取
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体

感
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醸
成
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世
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交
流
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ま
し
た
。

三
田
地
区
の
未
来
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つ
な
ぐ
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く
ら
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ェ
ク
ト
」

　
10
月
19
日
に
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六
小
と

沢
井
市
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タ
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も
た
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植
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催
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し
た
。
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内
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植
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、
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青
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市
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会
連
合
会
第
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長
　
宮
野
良
一

60
歳
以
上
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
！

現
状
を
知
っ
て
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

299

消
費
者
相
談
室
か
ら

　
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
全

体
に
占
め
る
60
歳
以
上
の
割

合
が
約
49
％
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
60
、
70
歳
代

で
は
、
情
報
通
信
関
連
や
通

信
販
売
に
関
す
る
相
談
が
多

く
、
80
歳
以
上
に
な
る
と
訪

問
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販
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。
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ラ
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。
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２
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４
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、
架
空
請
求

ハ
ガ
キ
や
還
付
金
詐

欺
の
電
話
に
つ
い
て

の
相
談
が
多
数
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
相
手
に
は
決
し
て

連
絡
せ
ず
、
青
梅
警
察

署
☎
22
・
０
１
１
１
、

市
消
費
者
相
談
室
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

会
場
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

内
容
　
人
権
の
花
運
動
の
写

真
、
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
応
募
作
品
の
展
示
等

身
の
上
特
設
相
談

日
時
　
12
月
３
日
（
火
）　
午

後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場
　
市
役
所
３
階
相
談
室

内
容
　
日
常
生
活
で
お
困
り
の

こ
と
な
ど
、
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
定
例
相
談
は
毎
月
第
３
火
曜

日
に
実
施
（
12
月
は
17
日
）

費
用
無
料

直
接
会
場
へ

夜
間
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

日
時
　
12
月
５
日
（
木
）　
午

後
５
時
〜
８
時

内
容
　
人
権
侵
害
、
日
常

生
活
上
の
法
律
問
題
な

ど
、
弁
護
士
が
電
話
☎
03
・

６
７
２
２
・
０
１
２
７
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

※
１
人
あ
た
り
10
分
程
度

費
用
無
料

日
時
　
12
月
５
日
（
木
）　
午

後
５
時
〜
８
時

会
場
　
市
役
所
２
階
202
会
議
室

定
員
　
５
人
（
１
人
30
分
）

共
催
　
日
本
司
法
支
援
セ
ン

タ
ー
東
京
地
方
事
務
所
多

夜

間

無

料

法

律

相

談

会

摩
支
部
（
法
テ
ラ
ス
多
摩
）、

東
京
三
弁
護
士
会
多
摩
支
部

申
し
込
み
　
電
話
で
市
民
安
全

課
市
民
相
談
係
へ

　
市
で
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
等
の
見
守
り
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
市
内
で
活
動
す
る
民
間

事
業
者
等
と
見
守
り
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
協
定
で
は
、
民
間
事
業

者
等
が
日
常
業
務
の
中
で
「
緩

や
か
な
見
守
り
」
を
行
い
、
異

変
を
発
見
し
た
場
合
に
市
へ
連

絡
し
、
市
で
は
関
係
機
関
や
地

域
と
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
の
普
及
啓
発
と
協
定

締
結
事
業
者
の
協
力
体
制
の
強

青
梅
市
見
守
り
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
ま
し
た

化
の
た
め
、
事
業
所
の
車
両
や

店
舗
な
ど
に
貼
る
ス
テ
ッ
カ
ー

を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
し

て
地
域
全
体
の
見
守
り
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
高
齢
者
支
援
課

地
域
支
援
係

　
世
界
連
邦
運
動
協
会
青
梅
支

部
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
平
和
の
尊
さ
や
人
類
の

一
員
と
し
て
の
意
識
を
深
め
て

ほ
し
い
と
願
い
、
市
内
の
小
学

生
か
ら
、
世
界
平
和
を
テ
ー
マ

と
し
た
ポ
ス
タ
ー
作
品
を
募
集

し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
作
品
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

期 

間
　
11
月
20
日
（
水
）
〜
12

月
５
日
（
木
）　
午
前
８
時

小

学

生

平

和

ポ

ス

タ

ー

展

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

※
木
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で

会 

場
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問 

い
合
わ
せ
　
市
民
安
全
課
市

民
相
談
係

　
親
族
後
見
人
、
専
門
職
後
見

人
等
と
気
楽
に
語
り
合
え
る
懇

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
30
日
（
土
）　
午

前
10
時
か
ら

会
場
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
第

３
集
会
室

対
象
　
親
族
と
し
て
後
見
人
等

を
受
任
し
て
い
る
方
、
検
討

中
の
方
、
制
度
に
関
心
の
あ

ご
参
加
く
だ
さ
い
　
親
族
後
見
人
懇
談
会

る
方

費
用
無
料

申
し
込
み
　
成
年
後
見
・
権
利

擁
護
セ
ン
タ
ー
お
う
め
（
社

会
福
祉
協
議
会
内
）
☎
23
・

７
８
６
８

日
時
　
12
月
２
日
（
月
）
〜
６

日
（
金
）　
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

※
２
日
は
正
午
か
ら

※
７
日
は
午
後
８
時
ま
で

※
障
害
者
週
間（
３
日
〜
９
日
）

に
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。

会
場
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

内
容
　
絵
画
、
手
工
芸
品
、
陶

芸
等
の
展
示
、
施
設
紹
介

（
友
愛
学
園
成
人
部
、
ほ

た
る
の
里
、
市
自
立
セ
ン

タ
ー
、
と
ま
と
の
会
、
花
の

里
、
市
障
が
い
者
サ
ポ
ー
ト

第
９
回
障
害
者
施
設
等
作
品
展
示
会

セ
ン
タ
ー
、
青
梅
学
園
、
東

京
青
梅
病
院
、
な
ん
て
ん
の

会
、
た
ま
し
ろ
の
郷
）

※
２
階
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
各
施

設
等
の
障
害
者
が
作
製
し

た
製
品
を
販
売
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
者
福
祉

課

　
11
月
18
日
〜
24
日
は
、
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎

０
５
７
０
・
070
・
810
の
時
間
を

延
長
し
て
電
話
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

▽
18
日
（
月
）
〜
22
日
（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

▽
23
日
（
祝
）、
24
日
（
日
）　

11
月
18
日
〜
24
日
は
全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

問 

い
合
わ
せ
　
東
京
法
務
局
人

権
擁
護
部
第
二
課
☎
03
・
５

２
１
３
・
１
２
３
４
、
市
市

民
安
全
課
市
民
相
談
係
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保険・年金・税金健康・福祉

（８）元 １１ １５

国
民
年
金
保
険
料
に
は 

免
除
・
納
付
猶
予
の
制
度
が
あ
り
ま
す

～

納

付

に

困

っ

た

ら

ご

相

談

く

だ

さ

い

～

① 
免
除
制
度
…
本
人
、
配
偶
者

お
よ
び
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の 

所
得
（
免
除
を
受
け
た
い
期

間
と
審
査
対
象
と
な
る
所
得 

に
つ
い
て
は
表
１
参
照
）
が

定
め
ら
れ
た
基
準
以
下
（
表

２
）
で
あ
れ
ば
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
、
承
認
さ
れ
る
と

全
額
免
除
や
一
部
免
除
を
受 

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一

部
免
除
は
、４
分
の
３
免
除
、 

半
額
免
除
お
よ
び
４
分
の
１ 

免
除
が
あ
り
ま
す
。

受�

給
資
格
期
間
　
承
認
さ
れ
た

期
間
は
、
老
齢
・
障
害
・
遺

族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期 

間
に
含
ま
れ
ま
す
。

年�

金
額
の
計
算
　
定
め
ら
れ
た

率
で
減
額
さ
れ
た
金
額
で
計 

算
さ
れ
ま
す
。

② 

納
付
猶
予
制
度
…
20
～
50
歳

未
満
の
方
で
、
本
人
、
配
偶

者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得

（
納
付
猶
予
を
受
け
た
い
期

間
と
審
査
対
象
と
な
る
所
得

に
つ
い
て
は
表
１
参
照
）
が

定
め
ら
れ
た
基
準
以
下
（
表

２
）
で
あ
れ
ば
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
、
承
認
さ
れ
る
と

納
付
猶
予
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

受�

給
資
格
期
間
　
承
認
さ
れ
た

期
間
は
、
老
齢
・
障
害
・
遺

族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。

年�

金
額
の
計
算
　
老
齢
基
礎
年

金
額
に
計
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆ 
失
業
を
理
由
と
す
る
特
例
…

退
職
（
失
業
）
し
た
月
（
末

日
退
職
の
場
合
は
翌
月
）
か

ら
退
職
（
失
業
）
し
た
年
の

翌
々
年
の
６
月
ま
で
の
期
間 

に
限
り
、
退
職
者
本
人
の
所

得
を
除
外
し
て
審
査
し
ま
す
。

◆ 

天
災
を
理
由
と
す
る
特
例
…

住
宅
、
家
財
そ
の
他
の
財
産

に
つ
い
て
、
お
お
む
ね
２
分

の
１
以
上
の
損
害
を
受
け
た 

方
が
対
象
。
特
例
対
象
期
間

は
、
災
害
が
発
生
し
た
日
の

属
す
る
月
の
前
月
分
か
ら
翌 

々
年
の
６
月
分
ま
で
で
す
。

◆ 

申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

（
①
②
共
通
）
…
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号 

免除等の種類
所得の目安 一部納付額

（月額）単身 ２人世帯※１ ４人世帯※２

全額免除／納付猶予 ５７万円 ９２万円 １６２万円 －

４分の３免除 ９３万円 １４２万円 ２３０万円 ４，１００円 

半額免除 １４１万円 １９５万円 ２８２万円 ８，２１０円

４分の１免除 １８９万円 ２４７万円 ３３５万円 １２，３１０円 

年度
免除・納付猶予を
受けたい期間

審査対象
となる所得

元年度分 令和元年７月～２年６月 ３０年中所得

３０年度分 平成３０年７月～令和元年６月 ２９年中所得

２９年度分 平成２９年１０月～３０年６月 ２８年中所得

が
確
認
で
き
る
も
の
▽
認
め 

印
▽
本
人
確
認
書
類
（
自
動

車
運
転
免
許
証
等
）
▽
特
例

免
除
制
度
の
場
合
は
、
失
業

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き 

る
公
的
機
関
の
証
明
の
写
し 

（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
・

離
職
票
等
）
▽
罹
災
証
明
書

等
▽
申
請
者
本
人
と
配
偶
者 

の
世
帯
が
別
の
場
合
は
、
配

偶
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確

認
で
き
る
も
の

手�

続
き
場
所
・
問
い
合
わ
せ

市
保
険
年
金
課
国
民
年
金
係 

（
市
役
所
１
階
）、
青
梅
年
金

事
務
所
☎
30
・
３
４
１
０

表１　免除・納付猶予を受けたい期間と
審査対象となる所得（令和元年１１月時点）

表２　所得の目安（令和元年度）

※ 申請時点から２年１か月前までの期間（保険料が
納付済みの月を除く）に申請可

※１　夫婦のみで、夫婦のどちらかに所得がある場合
※２　夫婦と子２人で、夫婦のどちらかに所得があり、子は１６歳未満の場合

　
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら

受
け
た
病
気
や
け
が
も
、
保
険

証
を
使
っ
て
医
療
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
た
だ
し
、受
診
す
る
際
に
は
、

必
ず
医
療
機
関
等
に
第
三
者
か

ら
受
け
た
病
気
や
け
が
で
あ
る

こ
と
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
場
合
、国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
医
療

費
を
一
時
的
に
立
て
替
え
て
、

あ
と
か
ら
加
害
者
や
加
害
者
が

加
入
す
る
自
動
車
保
険
会
社
等

に
請
求
し
ま
す
の
で
、必
ず「
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を

市
の
担
当
窓
口
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
加
害
者
か
ら
治
療
費

を
受
け
取
っ
た
り
、
示
談
を
済

ま
せ
た
場
合
は
、
国
民
健
康
保

険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
は

使
え
ま
せ
ん
。
示
談
の
前
に
必

ず
保
険
年
金
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険

…
保
険
年
金
課
給
付
係
▽
後 

期
高
齢
者
医
療
保
険
…
保
険 

年
金
課
後
期
高
齢
者
医
療
係

国
民
健
康
保
険
・ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
と
交
通
事
故

用
す
る
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身

の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ

か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
み

額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
年
金

記
録
を
も
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
パ

タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」
で
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
一

人
ひ
と
り
が
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
高

齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡

ら
す
日
と
し
て
11
月
30
日
を

「
年
金
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
利

い
い

み
ら
い

固定資産税（家屋）の減額・減免
問い合わせ　資産税課家屋係

住宅の種別
減額
期間

一般の
住宅

３階建て以上の中高層耐火住宅 ５年間
上記以外 ３年間

認定長期
優良住宅

３階建て以上の中高層耐火住宅 ７年間
上記以外 ５年間

災害で被害を受けた家屋に対する減免

減額内容 減額要件（※１） 必要書類 備考

耐
震
改
修

現行の耐震基準に適合するよう一
定の改修工事を行った場合、翌年
度から一定期間の固定資産税を１
戸当たり１２０㎡を限度に、２分
の１（長期優良住宅の認定を受け
た場合は３分の２）を減額します。

▽  昭和５７年１月１日以前に建築された住宅（併用住宅の場合は、
居住部分の割合が２分の１以上）であること

▽令和２年３月３１日までに工事を完了すること

▽現行の耐震基準に適合すること

▽耐震改修に要した費用が１戸当たり５０万円超であること

▽原則として、工事完了後３か月以内に申告すること

▽固定資産税（住宅耐震改修）減額申告書

▽増改築等工事証明書（耐震改修が行われたことの証明書）〈※２〉

▽工事費用の内訳が確認できる見積書の写し等

▽工事費用の支払額が確認できる領収証の写し等

▽長期優良住宅認定通知書の写し（※３）

減額期間

▽一般住宅…１年間

▽  通行障害既存耐震不
適格建築物に該当す
る住宅…２年間

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

一定のバリアフリー改修工事を行
った場合、翌年度分の固定資産税
に限り、１戸当たり１００㎡を限
度に、３分の１を減額します。

▽  新築された日から１０年以上を経過した住宅（併用住宅の場合
は、居住部分の割合が２分の１以上。賃貸住宅を除く）である
こと

▽  次のいずれかの方が居住する住宅であること①６５歳以上の方
②介護保険法の要介護もしくは要支援の認定を受けている方③
障害者手帳等をお持ちの方

▽令和２年３月３１日までに工事を完了すること

▽  次に該当する工事で、国または地方公共団体からの補助金等を
除く自己負担工事費が５０万円超であること①廊下の拡幅②階
段の勾配緩和③浴室、トイレの改良④手すりの取り付け⑤床の
段差解消⑥床の滑り止め化⑦引き戸への取り替え

▽改修後の住宅の床面積が５０㎡以上２８０㎡以下であること

▽原則として、工事完了後３か月以内に申告すること

▽固定資産税（住宅バリアフリー改修）減額申告書

▽居住する方の区分に応じた書類

　 ▽  ６５歳以上の高齢者の場合…居住者の住民票の写し（市内在
住者は不要）

　 ▽  要介護および要支援認定者の場合…介護保険の被保険者証の
写し

　 ▽  障害者手帳等をお持ちの方の場合…身体障害者手帳・精神障
害者保健福祉手帳・愛の手帳等の写し

▽工事費用の内訳が確認できる見積書の写し等

▽工事施工箇所の写真

▽工事費用の支払額が確認できる領収証の写し等

▽  工事費用の補助金等を受けている場合は、交付・給付決定書の
写し等〈住宅改造補助金交付および介護保険給付金の決定（確
定）通知書等〉

▽  耐震改修の減額の対
象となっている年度
には適用されませ
ん。

▽  減額措置は、１戸に
つき１回限りです。

▽  バリアフリー改修と
省エネ改修は、重複
可能です。

省
エ
ネ
改
修

省エネ基準に適合する一定の改修
工事を行った場合、翌年度分の
固定資産税に限り、１戸当たり
１２０㎡を限度に、３分の１（長
期優良住宅の認定を受けた場合は
３分の２）を減額します。

▽  平成２０年１月１日以前に建築された住宅（併用住宅の場合は、
居住部分の割合が２分の１以上。賃貸住宅を除く）であること

▽令和２年３月３１日までに工事を完了すること

▽  省エネ基準に適合する次の工事で、国または地方公共団体から
の補助金等を除く自己負担工事費が５０万円超であること①窓
の改修工事（必須要件…二重サッシ化、複層ガラス化など）②
床の断熱改修工事③天井の断熱改修工事④壁の断熱改修工事

▽改修後の住宅の床面積が５０㎡以上２８０㎡以下であること

▽原則として、工事完了後３か月以内に申告すること

▽固定資産税（住宅省エネ改修）減額申告書

▽増改築等工事証明書（耐震改修が行われたことの証明書）〈※２〉

▽  工事費用の内訳が確認できる見積書の写し等（熱損失防止改修
工事証明書に工事費の額の記載がある場合は不要）

▽工事費用の支払額が確認できる領収証の写し等

▽  工事費用の補助金等を受けている場合は、交付・給付決定書の
写し等

▽長期優良住宅認定通知書の写し（※３）

※１　税制改正により、減額要件等が改正される場合があります。
※２　証明書の発行者は次のとおりです。①建築士事務所に属する建築士②指定確認検査機関③登録住宅性能評価機関④住宅かし担保責任保険法人
※３　長期優良住宅の認定を受けた場合のみ必要です。

住宅の改修に対する減額

新築住宅に対する減額
　住宅を新築した方には、固定資産

税額を算定するための家屋調査の

際、申請方法をご説明します。

減�額内容　住宅部分のうち１２０㎡

までの固定資産税額を２分の１

　土砂災害、水害、雪害、火災などの災害により、固定資産税が課税されている家屋

に重大な被害があった場合は、その程度に応じて固定資産税・都市計画税が減免され

る制度があります。ただし、雨どいやガラスなどの軽微な破損は対象となりません。

　減免を受けるには、現地調査が必要となりますので、資産税課へご連絡ください。

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ

い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ 

ー
ム
ペ
ー
ジ
H Phttp://w

w
 

w
.nenkin.g

o.jp

で
ご
確
認

い
た
だ
く
か
、
青
梅
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問�

い
合
わ
せ
　
青
梅
年
金
事
務

所
☎
30
・
３
４
１
０

日�

時
　
12
月
13
日
（
金
）　
午

後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会�

場
　
市
役
所
２
階
会
議
室

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者

指�

導
　（
公
財
）
東
京
防
災
救

急
協
会
職
員
　
ほ
か

普

通

救

命

講

習

会

救
命
処
置
と
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
操
作
法

定
員
　
先
着
30
人
（
予
約
制
）

費
用
　
１
千
400
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

※
当
日
集
金

服�

装
・
持
ち
物
　
動
き
や
す
い

服
装
、
筆
記
用
具

※
ス
カ
ー
ト
不
可

そ�

の
他
　
講
習
修
了
者
に
救
命

技
能
認
定
証
を
後
日
交
付
▽

認
定
年
月
日
が
３
年
以
内
の

救
命
技
能
認
定
証
を
持
参
の

場
合
は
200
円
の
割
引
あ
り

協
力
　
青
梅
消
防
署

申�

し
込
み
　
電
話
☎
23
・
２
１ 

９
１
で
健
康
セ
ン
タ
ー
へ

　
今
回
は
皆
さ
ん
が
内
視
鏡
検

査
な
ど
で
受
診
し
、
生
検
（
組

織
を
採
取
す
る
こ
と
）
を
受
け

た
際
に
行
わ
れ
る
実
際
の
業
務

の
流
れ
を
、
標
本
作
製
に
ス

市
立
総
合
病
院
　
お
う
め
健
康
塾

が
ん
の
病
理
診
断
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
か

ポ
ッ
ト
を
当
て
て
お
話
し
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

日�

時
　
12
月
18
日
（
水
）　
午

後
２
時
～
３
時

会�

場
　
総
合
病
院
講
堂
（
南
棟

３
階
）

講�

師
　
病
理
診
断
科
　
伊
藤
栄

作
氏

費
用
無
料

直
接
会
場
へ

問�

い
合
わ
せ
　
総
合
病
院
管
理

課
庶
務
係
☎
22
・
３
１
９
１
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なんでも情報局アンテナ 子育て・教育 健康・福祉

な
ん
で
も
情
報
局

ア

ン

テ

ナ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

☎
23
・
７
１
６
３

FAX
23
・
７
１
６
５

郵
送
…
〒
198
―
０
０
４
２
青
梅

市
東
青
梅
１
―
177
―
３

●
紅
葉
の
多
摩
川
ウ
ォ
ー
ク
　

11
月
23
日
（
祝
）　
午
前
９
時

Ｊ
Ｒ
青
梅
駅
集
合
〜
鮎
美
橋
〜

柳
淵
橋
〜
万
年
橋
〜
地
蔵
院
〜

和
田
橋
〜
神
代
橋
〜
好
文
橋
〜

奥
多
摩
橋
〜
軍
畑
大
橋
〜
清
流

ガ
ー
デ
ン
「
澤
乃
井
園
」（
食

事
販
売
あ
り
）
〜
午
後
１
時
か

ら
酒
造
見
学
※
希
望
者
の
み
〜

御
岳
渓
谷
〜
午
後
３
時
御
岳
駅

解
散
▽
雨
天
中
止
※
途
中
解
散

自
由
▽
費
用
無
料
▽
直
接
集
合

場
所
へ
▽
多
摩
・
梅
の
里
自
然

の
会
　
久
保
☎
76
・
１
２
６
５

●
障
害
者
や
高
齢
者
の
生
活
・

就
労
・
教
育
相
談
　
12
月
４
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
か
ら

（
水
）　
午
後
１
時
〜
４
時
▽
福

祉
セ
ン
タ
ー
▽
障
害
の
あ
る

方
、
高
齢
者
▽
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
　

白
井
利
明
氏
、
大
澤
洋
子
氏
▽

先
着
３
人
▽
費
用
無
料
▽
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
へ
申
し
込
み

●
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｓ
事
業
　
☆
Ｃ
Ａ
Ｐ

Ｓ
サ
ロ
ン
…
12
月
４
日
（
水
）、

13
日
（
金
）　
午
後
１
時
〜
４

時
▽
就
労
・
生
き
が
い
支
援（
パ

ソ
コ
ン
指
導)

、
農
業
サ
ロ
ン

の
日
程
を
発
表
☆
手
作
り
サ
ロ

ン
…
12
月
11
日
（
水
）　
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
▽
生
き
が
い

支
援
（
木
で
作
る
ブ
ロ
ー
チ
や

壁
掛
け
・
折
り
紙
等
の
制
作
）

☆
い
ず
れ
も
…
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
障
害
の
あ
る
方
、
高
齢
者
▽

初
参
加
者
無
料
、
２
回
目
以
降

会
員
制
（
年
度
会
費
１
千
円
、

家
族
会
員
制
あ
り
）
※
材
料
代

別
途
▽
直
接
会
場
へ

込
み

●
ポ
ッ
ポ
ク
ラ
ブ
ク
リ
ス
マ
ス

会
　
12
月
６
日
（
金
）　
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分
▽
も
み

の
木
幼
児
園
▽
未
就
園
児
の
親

子
▽
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
飾

り
つ
け
、
ア
ド
ベ
ン
ト
カ
レ
ン

ダ
ー
作
り
▽
先
着
20
組
▽
１

組
100
円
▽
同
園
　
井
本
☎
22
・

０
０
２
０
へ
申
し
込
み

●
和
楽
倶
楽
部
流
ク
リ
ス
マ

ス
会
　
12
月
８
日
（
日
）　
午

前
10
時
〜
午
後
２
時
▽
小
曽

木
市
民
セ
ン
タ
ー
▽
３
歳
以

上
※
中
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
▽
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
作
り
、

オ
ー
ナ
メ
ン
ト
作
り
　
ほ
か

▽
先
着
30
人 

▽
高
校
生
以

上
500
円
、
中
学
生
以
下
300
円

▽
同
倶
楽
部
　
相
馬
☎
090
・

５
５
８
６
・
９
４
９
４
へ
申
し

込
み

●
親
子
で
楽
し
む
英
語
あ
そ
び

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
12
月
14
日

（
土
）　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分
▽
新
町
市
民
セ
ン
タ
ー
▽

１
〜
３
歳
児
と
保
護
者
▽
音
や

リ
ズ
ム
を
か
ら
だ
で
感
じ
、
心

豊
か
に
英
語
で
遊
ぶ
▽
田
上
　

郁
氏
▽
先
着
５
組
▽
700
円
▽
マ

ザ
ー
グ
ー
ス
ひ
ろ
ば
　
楢
島
☎

090
・
８
４
７
６
・
２
１
６
５
へ

申
し
込
み

☆
　
催
　
し

●
う
た
ご
え
喫
茶
「
ね
が
い
」

11
月
24
日
（
日
）　
午
後
１

時
〜
４
時
▽
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
皆
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ

う
▽
700
円
（
茶
菓
代
含
む
）

▽
青
梅
・
音
楽
を
愛
す
る

９
条
の
会
　
た
い
ら
☎
090
・

１
１
２
３
・
１
９
３
４
へ
申
し

込
み

●
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
　
11

月
28
日
（
木
）　
午
後
１
時
〜

４
時
▽
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
精
神

障
害
や
心
の
問
題
で
悩
ん
で
い

る
ご
家
族
・
ご
本
人
の
相
談
に

応
じ
ま
す
▽
遠
藤
美
代
子
氏
▽

先
着
５
人
▽
費
用
無
料
▽
青
梅

精
神
保
健
福
祉
家
族
会
　
ほ
っ

と
・
ス
マ
イ
ル
　
中
住
☎
090
・

７
１
８
１
・
９
８
５
６
へ
申
し

込
み
※
空
き
が
あ
る
場
合
は
当

日
受
付
も
可

●
社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
向
け
ミ

ニ
パ
ー
テ
ィ
ー
　
11
月
29
日

（
金
）　
午
後
１
時
〜
３
時
▽
河

辺
市
民
セ
ン
タ
ー
▽
初
心
者
▽

体
育
館
を
使
用
す
る
た
め
ヒ
ー

ル
カ
バ
ー
を
確
認
し
ま
す
▽
100

円
▽
直
接
会
場
へ
▽
青
梅
ダ
ン

ス
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
若
葉
　
風

見
☎
24
・
５
３
７
４

●
京
劇
の
魅
力
と
変
面
の
不
思

議
　
12
月
４
日
（
水
）　
午
後

５
時
30
分
〜
８
時
※
５
時
開

場
▽
ネ
ッ
ツ
た
ま
ぐ
ー
セ
ン

タ
ー
▽
中
国
の
京
劇
、
メ
イ

ク
キ
ャ
ッ
プ
体
験
▽
先
着
200

人
▽
１
千
500
円
▽
11
月
18
日

〜
22
日
に
青
梅
商
工
会
議
所
　

浜
田
☎
23
・
０
１
１
２
へ
申
し

込
み（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

☆
　
会
　
員
　
募
　
集

●
自
立
生
活
体
操
　
金
曜
日
　

午
前
９
時
30
分
か
ら
▽
千
ヶ
瀬

自
治
会
館
▽
65
歳
以
上
▽
い
す

を
使
っ
た
筋
ト
レ
や
ス
ト
レ
ッ

チ
等
▽
（
特
非
）
健
康
体
操
指

導
ワ
ー
カ
ー
ズ
▽
10
人
▽
入
会

金
500
円
、
月
額
１
千
500
円
▽
自

立
生
活
体
操
ク
ラ
ブ
　
西
澤
☎

090
・
２
６
５
１
・
３
４
８
７

●
二
胡
　
木
曜
日
　
午
後
１
時

〜
３
時
▽
河
辺
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
中
国
の
楽
器
「
二
胡
」
の
演

奏
▽
１
回
１
千
円
▽
青
梅
二
胡

連
盟
　
遠
藤
☎
24
・
７
０
８
８

●
英
会
話
　
金
曜
日
　
午
前

10
時
〜
正
午
▽
長
淵
市
民
セ

ン
タ
ー
▽
初
心
者
▽
ボ
ブ
・

ヤ
ン
グ
氏
▽
月
額
３
千
500
円

▽
初
心
者
歓
迎
・
見
学
可

▽
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
　
諏
訪
☎
090
・

１
７
６
４
・
５
９
６
０

☆
　
そ
　
の
　
他

●
通
信
制
大
学
院
合
同
入
学
説

明
会
　
11
月
30
日
（
土 

）　
午

前
11
時
〜
午
後
４
時
▽
日
本
大

学
通
信
教
育
部
３
号
館
（
千
代

田
区
五
番
町
12
ー
５
）
▽
大
学

生
以
上
▽
講
義
内
容
・
学
習
方

法
・
受
講
手
続
き
等
に
つ
い
て

の
相
談
▽
入
場
無
料
▽
直
接
会

場
へ
▽
（
公
財
）
私
立
大
学

通
信
教
育
協
会
　
角
田
☎
03
・

３
８
１
８
・
３
８
７
０

●
運
転
免
許
に
関
す
る
休
日
家

族
相
談
会
　
11
月
24
日
（
日
）　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
▽
警
視

☆
催
し(

子
ど
も
向
け
）

●
地
域
交
流
「
人
形
劇
」
劇

団
に
ん
ぎ
ょ
う
畑
　
11
月
24

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
11
時
▽

あ
ゆ
み
保
育
園
▽
未
就
学
児

の
親
子
▽
費
用
無
料
▽
駐
車

場
あ
り
▽
同
園
　
濵
中
☎
30
・

５
５
５
３
へ
申
し
込
み

●
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
一
日
体
験

「
そ
と
あ
そ
び
」
し
よ
う
　
12

月
１
日
（
日
）　
午
前
９
時
15

分
〜
午
後
零
時
15
分
▽
わ
か
ぐ

さ
公
園
▽
年
長
児
〜
小
学
生
▽

野
外
ゲ
ー
ム
、
ロ
ー
プ
、
模
擬

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー  

ほ
か

▽
先
着
20
人
▽
100
円
（
保
険

代
）
▽
青
梅
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
連
絡
協
議
会
　
広
瀬
☎
090
・

４
２
０
０
・
９
１
４
９
へ
申
し

庁
鮫
洲
運
転
免
許
試
験
場
４
階

（
品
川
区
東
大
井
１
ー
12
ー
５
）

▽
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
と
そ
の
ご

家
族
▽
医
師
等
の
相
談
、
俊
敏

性
測
定
や
免
許
返
納
時
の
特
典

に
つ
い
て
の
説
明
▽
入
場
無
料

▽
直
接
会
場
へ
▽
都
都
民
安
全

推
進
本
部
交
通
安
全
課
☎
03
・

５
３
８
８
・
３
１
２
５

官 

公 

署 

だ 

よ 

り

　　毎週木曜日は夜間窓口の日　午後８時までご利用いただけます－市民課・保険年金課・高齢介護課・障がい者福祉課・子育て推進課・収納課・市民税課・資産税課－ ★★★★

広　告

な ん でも 情 報 局 ア ンテ ナ の 締 め 切 りは、１２／１５号 …１１月２０日（ 水 ）、１／１号 … 休 載、１／１５号 …１２月１３日（ 金 ） です。

※ ６０～６４歳の方で、心
臓、腎臓、呼吸器の機能
またはヒト免疫不全ウイ
ルスによる免疫の機能に
障害を有する方も対象に
なる可能性があります。
接種を希望する場合は健
康センターへご連絡くだ
さい。

子
育
て
ひ
ろ
ば
・
と
こ
と
こ

「
味
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
事
業
〜
す
い
と
ん
〜
」

　
す
い
と
ん
（
し
ょ
う
ゆ
味
）

を
作
っ
て
試
食
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
21
日
（
木
）　
午

前
11
時
〜
正
午

※
子
育
て
ひ
ろ
ば
は
10
時
〜
午

後
３
時

会
場
　
下
長
渕
自
治
会
館
２
階

　
カ
ラ
ー
ワ
イ
ヤ
ー
、
麻
、
金

糸
で
星
や
モ
ミ
の
木
の
型
を
作

り
、
ビ
ー
ズ
や
ぽ
ん
点
で
飾
り

付
け
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
28
日
（
木
）　
午

前
10
時
〜
11
時

会
場
　
畑
中
保
育
園
す
こ
や
か

ル
ー
ム

畑
中
保
育
園
子
育
て
ひ
ろ
ば
・
す
こ
や
か

「
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
作
り
」

食

育

一

口

メ

モ

〜
栄
養
に
関
す
る
表
示
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
〜

　
食
品
に
は
、
栄
養
成
分
表
示

や
栄
養
強
調
表
示
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
気
に
な
る
の

は
、
カ
ロ
リ
ー
（
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
）
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
食
品
100
ｇ

（
飲
料
は
100
ml
）
当
た
り
で
表

示
す
る
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
５
kcal
未
満
は
「
ノ
ン
カ
ロ

リ
ー
、
カ
ロ
リ
ー
ゼ
ロ
」
と
、

40
kcal
未
満
（
飲
料
は
20
kcal
）

は
「
低
カ
ロ
リ
ー
、
カ
ロ
リ
ー

控
え
め
」
と
表
記
で
き
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
よ
っ
て
、「
ノ
ン
カ
ロ
リ
ー
」

と
表
示
が
あ
っ
て
も
大
量
に
摂

取
す
れ
ば
、
実
際
に
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
た
く
さ
ん
摂
っ
た
こ
と

に
な
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

大
広
間

対
象
　
未
就
学
児
の
親
子
、
妊

娠
中
の
方
、
祖
父
母
の
方

費
用
無
料
　
　

直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ
　
長
渕
保
育
園
　

富
樫
☎
22
・
８
１
０
２

対
象
　
未
就
学
児
の
親
子

定
員
　
先
着
10
組
（
予
約
制
）

費
用
無
料

申
し
込
み
　
11
月
15
日
の
午

前
９
時
〜
27
日
の
午
後

４
時
ま
で
に
同
園
☎
21
・

５
３
５
８

市

の

が

ん

検

診

を

受

診

さ

れ

た

方

へ

精

密

検

査

を

受

け

ま

し

ょ

う

区分 生年月日

６５歳 昭和２９年４月２日～３０年４月１日
７０歳 昭和２４年４月２日～２５年４月１日
７５歳 昭和１９年４月２日～２０年４月１日
８０歳 昭和１４年４月２日～１５年４月１日
８５歳 昭和　９年４月２日～１０年４月１日
９０歳 昭和　４年４月２日～　５年４月１日
９５歳 大正１３年４月２日～１４年４月１日

１００歳以上 大正９年４月１日以前に生まれた方

　表１　高齢者の肺炎球菌定期予防接種

令

和

元

年

度

の

予

防

接

種

　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
　
健
康
セ
ン
タ
ー
☎
23
・
２
１
９
１

高

齢

者

の

肺

炎

球

菌

定

期

予

防

接

種

　
肺
炎
は
、
わ
が
国
の
死
亡

率
原
因
の
第
３
位
と
な
っ
て

お
り
、
特
に
65
歳
以
上
の
高

齢
者
は
、
年
齢
を
重
ね
る
ご

と
に
肺
炎
に
よ
る
死
亡
率
が

高
く
な
り
ま
す
。

成
人
の
肺
炎
の
主
な
原
因
は

肺
炎
球
菌
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
国
は
対
象
者
へ
の
補
助

を
今
年
度
か
ら
５
年
間
延
長

し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対 

象
　
今
年
度
表
１
に
該
当

す
る
方

※
過
去
に
23
価
の
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
済
み

（
全
額
自
己
負
担
で
接
種

し
た
場
合
も
含
む
）
の
場

合
は
、
本
制
度
を
利
用
し

て
接
種
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

※
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、

５
年
未
満
の
間
隔
で
再

接
種
す
る
こ
と
は
勧
め

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
本
制

度
を
利
用
せ
ず
に
接
種

す
る
場
合
も
、
過
去
の
接

種
記
録
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

公
費
助
成
額
　
４
千
円

※
生
活
保
護
受
給
者
お
よ
び

中
国
残
留
邦
人
等
に
対

す
る
支
援
給
付
の
対
象

者
は
、
対
象
者
証
明
書
類

を
お
持
ち
い
た
だ
く
と

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

高

齢

者

の

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

予

防

接

種

　
令
和
２
年
１
月
31
日
ま

で
、
65
歳
以
上
の
方
に
対
し

て
１
人
１
回
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
の
助
成
を

し
て
い
ま
す
。

　
接
種
可
能
な
医
療
機
関
等

の
詳
細
は
、
健
康
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対 

象
　
接
種
日
当
日
に
65
歳

以
上
の
方

費 

用
　
自
己
負
担
額
２
千
500

円

　
が
ん
検
診
の
検
査
結
果
が

「
要
精
密
検
査
」
の
と
き
、
皆

さ
ん
は
精
密
検
査
を
受
け
て
い

ま
す
か
？

　「
要
精
密
検
査
」
＝
「
が
ん
」

で
は
な
く
、「
が
ん
の
疑
い
を

含
め
異
常(

病
気
）
が
疑
わ
れ

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
よ

り
詳
し
い
検
査
を
行
い
、
本
当

に
異
常
が
あ
る
か
ど
う
か
を
調

べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
医
療
機
関
で
精

密
検
査
を
受
け
た
ら
よ
い
か

は
、
検
診
を
受
け
た
医
療
機
関

や
か
か
り
つ
け
医
等
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
ご
自
分
や
ご
家
族
の
た
め
、

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問 

い
合
わ
せ
　
健
康
セ
ン
タ
ー

☎
23
・
２
１
９
１

　
ま
た
、「
糖
類
無
添
加
」
と

書
か
れ
て
い
る
の
に
、
表
示
に

糖
質
の
量
が
書
か
れ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

あ
く
ま
で
も
砂
糖
な
ど
の
糖
類

を
加
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
原
材
料
に
糖
質
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
忘
れ
ず
、
健
康
づ

く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

問 

い
合
わ
せ
　
健
康
セ
ン
ー

☎
23
・
２
１
９
１



． ．広報おうめ市役所の代表ＦＡＸは２２‐３５０８です

石油系溶剤を含まないインキを使用
古紙パルプ配合率 70％再生紙を使用

子育て・教育スポーツ・観光・文化

次号の発行は１２月１日です

（１０）元 １１ １５

中 央 図 書 館 ☎ ２ ２ － ６ ５ ４ ３

長淵市民センター☎２２－３２４９

調布ことぶき大学　日時＝１１月２７日（水）　午後

１時３０分から ▽対象＝市内在住の６０歳以上 ▽内

容＝手品鑑賞会 ▽出演＝マジックグループ青梅 ▽入

場無料 ▽直接会場へ

いずれも…費用無料 ▽直接会場へ

青梅図書館　おはなし会　日時＝１１月１７日（日）　

午前１０時１５分～１１時４０分※１０時１５分から

工作会あり ▽対象＝４歳児以上※未就学児は保護者

同伴 ▽定員＝先着３０人 ▽協力＝青梅おはなしの会

中央図書館３階展示「読んで始めるエコライフ」　　

身近なエコライフの参考になる資料を中心に展示しま

す ▽日程＝１１月２０日（水）～令和２年１月１９日

（日）※休館日あり ▽その他＝展示資料の閲覧・貸し

出し可

中央図書館　おはなし会　日時＝１１月２３日（祝）　

午前１１時～１１時４０分 ▽対象＝４歳児以上 ▽定

員＝先着３０人 ▽協力＝おはなしボランティア

中央図書館　ちっちゃいこのおはなし会　日時＝１１

月２４日（日）　午前１１時～１１時４０分 ▽対象＝

３か月（首がすわってから）～４歳児と保護者 ▽定

員＝先着２０組

中央図書館　絵本のべんきょう会　日時＝１１月２９

日（金）　午前１０時～正午 ▽対象＝子どもたちの前

で読み聞かせやおはなし会の活動をしている（予定が

ある）方 ▽内容＝新刊絵本の紹介 ▽講師＝伊藤美枝

子氏 ▽定員＝先着３０人

中央図書館　みんなで楽しもう！バリアフリー上映会　

視覚や聴覚に障がいのある方も一緒に楽しんでいただ

けるよう、音声解説や日本語字幕が付いた映画を上映

します ▽日時＝１１月３０日（土）　午後２時～４時

※１時４５分開場 ▽対象＝視覚や聴覚に障害のある

方、一般 ▽上映作品＝「西の魔女が死んだ」２００８

年制作／サチ・パーカー、高橋真悠、りょう、大森南

朋　ほか出演／１１５分※音声解説（副音声）と日本

語字幕付き ▽定員＝先着４０人 ▽協力＝住友商事㈱

▽その他＝問い合わせはファックスFAX２３－８２２４

も可

中央図書館　朗読で楽しむ古典の世界「遠野物語と賢

治」　山人山神を敬い、妖怪や精霊たちと共存する柳

田國男の遠野物語と賢治の童話。摩
ま か

訶不思議な異界を

リーダーズあおうめの朗読でお楽しみください ▽日

時＝１２月１日（日）　午後１時３０分～３時 ▽出演

＝リーダーズあおうめ ▽定員＝先着６０人

中央図書館　おはなし会「絵本の森」　日時＝１２月

６日（金）　午前１０時３０分～１１時１０分 ▽対象

＝３か月（首がすわってから）～４歳児と保護者 ▽

定員＝先着１５組 ▽協力＝おはなしボランティア「お

はなしの会ころりん」

大門市民センター☎３１－２２５１

今井市民センター☎３１－８６００

そば打ち体験「年越しそばをつくろう！」　日時＝

１２月１４日（土）　午前１０時～午後２時 ▽内容＝

そばを打ち「かつおだし」と「とろろだし」の２種類

のつゆで食べ比べる ▽講師＝橋本　章氏 ▽定員＝先

着２０人（予約制） ▽費用＝１，２００円（材料代）

▽持ち物＝エプロン、布巾、持ち帰り用の容器 ▽申

し込み＝１２月９日までに直接または電話で

自然素材のクリスマスリース作り　日時＝１２月６

日（金）　午前１０時～正午 ▽講師＝造園施工管理士　

榎戸かおり氏 ▽定員＝先着２０人（予約制） ▽費用

＝１，５００円（材料代） ▽持ち物

＝園芸用はさみ、手袋、持ち帰り

用の袋、飾り（お持ちの方） ▽申

し込み＝１１月１６日の午前９時

から電話で

クリスマスキャンドルリース作り～なんと、お正月

飾りに早変わり～　日時＝１２月１４日（土）　午前

１０時～正午 ▽対象＝市内在住・在勤・在学の小学

生以上※小学生は保護者同伴 ▽講師＝㈲榎戸園　榎

青
梅
市
小
・
中
学
生
の
主
張
大
会
と

伝
統
文
化
等
の
表
彰
を
実
施
し
ま
す

　
市
と
市
教
育
委
員
会
で

は
、
第
15
回
青
梅
市
小
・
中

学
生
の
主
張
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
市
内
の
小
学
５
・
６
年
生

６
人
と
中
学
生
10
人
が
、
将

来
の
夢
や
生
き
方
、
身
近
な

生
活
や
社
会
に
対
す
る
考
え

方
、
郷
土
へ
の
思
い
な
ど
に

つ
い
て
発
表
し
ま
す
。

　
ま
た
、主
張
大
会
に
続
き
、

伝
統
文
化
奨
励
表
彰
を
行
い

ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
７
日
（
土
）　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

30
分
（
予
定
）

会
場
　
ネ
ッ
ツ
た
ま
ぐ
ー
セ

ン
タ
ー
（
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
）

入
場
無
料

そ
の
他
　
全
日
本
小
中
学
生

ダ
ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル
東

日
本
大
会
で
金
賞
・
銀

賞
を
受
賞
し
た
三
小
ダ

ン
ス
ク
ラ
ブ
が
ダ
ン
ス

を
披
露
し
ま
す
▽
駐
車

場
（
有
料
・
４
時
間
100
円
）

あ
り
▽
手
話
通
訳
あ
り

直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ
　
指
導
室
指
導

係

　
妊
婦
健
康
診
査（
妊
婦
健
診
）

は
、
妊
婦
に
と
っ
て
大
切
な
健

診
で
す
。

　
市
で
は
、
妊
婦
健
診
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
安

心
し
て
出
産
で
き
る
よ
う
、
助

成
制
度
を
利
用
し
、
定
期
的
に

妊
婦
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
妊
娠
が
確
認
さ
れ
た
ら
妊
娠

届
（
健
康
セ
ン
タ
ー
で
配
布
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
母
子

健
康
手
帳
の
交
付
と
と
も
に
、

妊
婦
健
診
受
診
票
（
14
回
分
）、

超
音
波
検
査
票
、
子
宮
頸
が
ん

検
診
受
診
票
、
新
生
児
聴
覚
検

査
受
診
票
（
各
１
回
分
）
を
お

渡
し
し
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
際
に
保
健
師
や

助
産
師
な
ど
の
専
門
の
母
子
保

健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
体
調

や
心
配
事
な
ど
を
お
聞
き
し
、

妊
婦
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
合

わ
せ
た
情
報
提
供
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

里

帰

り

先

等

で

受

診

す

る

方

　
助
産
所
や
都
外
の
医
療
機
関

で
の
妊
婦
健
診
で
は
、
妊
婦
健

診
受
診
票
を
利
用
で
き
ま
せ
ん

が
、
受
診
後
に
手
続
き
す
る
こ

と
で
受
診
費
用
の
一
部
が
助
成

さ
れ
ま
す
。

対
象
者
　
都
外
の
医
療
機
関

（
海
外
を
除
く
）
ま
た
は
助

産
所
で
受
診
票
を
使
用
せ

ず
、
妊
婦
健
診
を
受
診
し
、

受
診
費
・
検
査
費
を
自
己
負

担
し
た
方

※
受
診
日
に
青
梅
市
に
住
所
を

有
す
る
こ
と

助
成
対
象
　
未
使
用
の
妊
婦
健

診
受
診
票
に
つ
い
て
14
回

（
助
産
所
で
受
診
し
た
場
合

は
、
第
１
回
目
を
除
く
13

回
）
が
対
象
で
す
。
超
音
波

検
査
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
、

新
生
児
聴
覚
検
査
（
平
成
31

年
４
月
１
日
以
降
に
出
生

し
た
新
生
児
に
実
施
し
た

も
の
に
限
る
）
も
、
受
診
票

が
あ
れ
ば
、
各
１
回
分
が
助

成
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
助
産
所
で
の
超
音
波
検
査
と

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
対
象

外
助
成
金
額
　
次
の
金
額
を
上
限

と
す
る
受
診
・
検
査
の
実
費

▽
妊
婦
健
診
…
１
回
目
・

１
万
850
円
、
２
〜
14
回
目
・

妊
婦
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

各
回
５
千
70
円

▽
超
音
波
検
査
…
５
千
300
円

▽
子
宮
頸
が
ん
検
診
…
３
千
400

円
▽
新
生
児
聴
覚
検
査
…
３
千
円

申
請
方
法
　
母
子
健
康
手
帳
、

妊
婦
健
診
等
が
確
認
で
き

る
受
診
先
の
領
収
書
（
確

認
・
コ
ピ
ー
し
て
返
却
し
ま

す
）、
未
使
用
の
妊
婦
健
診
・

超
音
波
検
査
・
子
宮
頸
が
ん

検
診
・
新
生
児
聴
覚
検
査
受

診
票
、
振
り
込
み
口
座
の
銀

行
名
・
番
号
等
の
分
か
る
も

の
、
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も

の
）
を
お
持
ち
の
う
え
、
健

康
セ
ン
タ
ー
へ

申
請
期
限
　
出
産
日
（
流
産
・

死
産
の
場
合
は
、
妊
婦
健
診

を
最
後
に
受
診
し
た
日
）
か

ら
１
年
以
内

問
い
合
わ
せ

▽
健
康
セ
ン
タ
ー
☎

23
・
２
１
９
１

▽
出
産
子
育
て
に
関

す
る
相
談
…
子
育

て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
21
・

０
７
７
０

お
う
め
子
ど
も
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

入
選
作
品
を
展
示
し
ま
す

　
第
16
回
お
う
め
子
ど
も
俳

句
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
選
作
品

と
表
彰
式
の
様
子
を
展
示
し

ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
入
選
作
品
は
、
市
教
育
委

員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
ま
す
。

日
程
　
12
月
１
日
（
日
）
ま

で
会
場
　
ネ
ッ
ツ
た
ま
ぐ
ー
セ

ン
タ
ー
（
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
）
１
階
展
示
交
流
ス

ペ
ー
ス

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課

日
時
　
12
月
５
日
（
木
）　
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場
　
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階

対
象
　
安
定
期
の
妊
婦

内
容
　
歯
科
健
診
、
歯
磨
き
指

導

定
員
　
先
着
15
人
（
予
約
制
）

費
用
無
料

持
ち
物
　
母
子
手
帳
、
歯
ブ
ラ

シ
申
し
込
み
　
電
話
☎
23
・
２
１

９
１
で
健
康
セ
ン
タ
ー
へ

妊
婦
歯
科
健
診

赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
お
口
の
中
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

キ

ッ

ズ

ク

ラ

ス
（

幼

児

食

教

室

）

日 

時
　
12
月
５
日
（
木
）　
午

前
10
時
〜
正
午

会
場
　
今
井
市
民
セ
ン
タ
ー
料

理
教
室

対
象
　
２
〜
５
歳
児
の
保
護
者

※
親
子
で
の
参
加
を
希
望
す
る

方
は
、
申
し
込
み
時
に
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

内
容
　
調
理
実
習
（
手
作
り

ナ
ン
、
キ
ー
マ
風
カ
レ
ー
、

コ
ー
ル
ス
ロ
ー
サ
ラ
ダ
）

※
食
品
衛
生
上
、
調
理
し
た
も

の
の
持
ち
帰
り
不
可

講
師
　
管
理
栄
養
士

定
員
　
先
着
20
人
（
予
約
制
）

費
用
　
１
人
400
円

持 

ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

タ
オ
ル
、
布
巾
、
甘
く
な
い

飲
み
物
（
麦
茶
等
）

※
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
託
児
あ
り

申
し
込
み
　
電
話
☎
23
・
２
１

９
１
で
健
康
セ
ン
タ
ー
へ

ゴ
ッ
ク
ン
ク
ラ
ス
（
離
乳
食
教
室
・
初
期
）

日
時
　
12
月
10
日
（
火
）　
午

前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
　
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階

対
象
　
４
〜
５
か
月
児
と
保
護

者
内
容
　
離
乳
食
の
始
め
方
、
こ

の
時
期
の
離
乳
食
の
作
り

方
の
説
明
、
試
食

定
員
　
先
着
20
組
（
予
約
制
）

費
用
　
１
組
100
円

持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
、
ミ
ル

ク
（
お
湯
も
含
む
）、
お
む

つ
な
ど
、
外
出
時
に
必
要
な

も
の

申
し
込
み
　
電
話
☎
23
・
２
１

９
１
で
健
康
セ
ン
タ
ー
へ

新町市民センター☎３１－７３３７

戸かおり氏 ▽定員＝先着２０人（予

約制） ▽費用＝１，５００円（材料

代） ▽持ち物＝園芸用はさみ、手袋、

持ち帰り用の袋 ▽申し込み＝１１月

１５日の午前９時から電話で

１１月の日曜納付窓口
日時　２４日（日）　午前９時～午後４時
問い合わせ　収納課収納管理係

１１月の納期限（１２月２日）

▽ 国民健康保険税…５期　 ▽ 後期高齢者医療保
険料…５期　 ▽介護保険料…５期
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